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冷
戦
を
め
ぐ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
は
東
西
関
係
、
つ
ま
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
舞
台
と
し
た
欧
米
と
ソ
連
と
の
関
係
の
研
究
が
進
ん
で
き
た
。
こ
れ
は
理
由
の
な
い
こ
と
で
な
い
。
冷
戦
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
っ
と
も
典
型
的
に
出
現
し
、
四
○
年
以
上
維
持
さ
れ
た
う
え
、
八
九
年
の（１） 
劇的な幕切れとなったからである。Ｊ・ギャーフィスも指摘するように、四八年まで冷戦とはヨーロッパの紛争だった。
ソ
連
で
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
理
由
か
ら
冷
戦
と
い
う
言
葉
は
余
り
使
わ
れ
な
か
っ
た
が
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
改
革
時
か
ら
学
術
用
語
と
し
（９】）
て
も
定
着
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
語
義
は
多
様
で
あ
る
。
冷
戦
を
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
政
治
体
制
で
の
対
立
と
見
れ
ば
、
ロ
シ
ア
革
命
以
来
存
在
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
地
政
学
的
分
断
と
見
れ
ば
、
赤
軍
が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
を
追
撃
し
て
東
欧
・
バ
ル
カ
ン
に
入
っ
た
第
二
次
大
戦
末
期
に
始
ま
り
、
四
六
年
三
月
の
「
鉄
の
カ
ー
テ
ン
」
と
い
う
フ
ル
ト
ン
演
説
を
経
て
、
四
七
年
半
ば
の
戦
後
ソ
連
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
（
下
斗
米
）
二七
は
じ
め
に 戦
後
ソ
連
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
ｌ
ア
ジ
ア
冷
戦
へ
の
一
試
論
Ｉ
下
斗
米
伸
夫
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たとえばこの地域での紛争構造にもっとも大きな影響を与えた対立要因のひとつである中ソ関係は、ともに社会主
義国を標傍した国家であり、したがってイデオロギーや体制の対立という意味での冷戦ではなかった。けれども中ソ
何よりもこの地域では東西対立という言葉自体が、地政学的現実とは逆になっている。ここでは東に位置するのは
「西側陣営」であり、他方東側こそ地理的には西に位置する。このことだけでも問題の特殊性、他律性は明らかであ
か。 この冷戦のパラメーターとは、Ⅲ英米ソ間での相互不信、②共産党権力・イデオロギー・経済体制の差異、③ヨー
ロッパでの地政学的分断、を基本的には想定できよう。戦後ソ連の安全保障とヨーロッパでの覇権をめぐる対立が、
⑪赤軍支配、五五年からはワルシャワ条約機構といった軍事・安全保障での支配、②コミンフォルム、ソ連共産党の
イデオロギー的支配、③コメコンの経済的管理、を軸として、モスクワの東欧に対する支配構造が一元化された。こ
れをめぐって東西間の対立が深刻化した。この面での研究はソ連や東欧での資料公開もあって進捗している。
これと比して北東アジアでの冷戦にかんする研究はようやく始まったばかりである。なぜ北東アジアでは冷戦の終
焉も、また研究も遅れているのか。そもそも冷戦という概念自体、極東の政治環境にそのままで適応できるのだろう
ろう。
な
い
か
と
い
う
不
信
だ
っ
た
。
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学
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マーシャル計画問題での決定的対立に行きつく。
だが、グロムイコ元ソ連外相が語ったところによれば、ソ連で冷戦がはじまったのはフルトン演説よりも早く、特
（３） 
に英米がドイツに対する第二戦線の開始を遅らせたことに始まる、という。英米が独ソ共倒れをねらっているのでは
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あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
で
こ
れ
に
‐
構図はかなり異なっていた。
関
係
が
存
在
し
た
一
九
四
九
年
か
ら
九
一
年
ま
で
の
四
三
年
で
、
「
社
会
主
義
的
兄
弟
関
係
」
は
わ
ず
か
二
年
に
満
た
ず
、
残
り
は
ィ
（４） 
一ナオロギーと武力対立の時代であった。五○年に結ばれた中ソ友好同盟相互援助条約は、形式的には八○年に終了し、
○
一
年
に
江
沢
民
主
席
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
間
で
善
隣
友
好
協
力
条
約
が
結
ば
れ
た
。
だ
が
条
約
と
現
実
の
紛
争
と
は
大
き
く
異
な
る
。
また同様にこの地域の亀裂に決定的刻印を与えた朝鮮半島の紛争は、一九五○－五三年にかけて内戦が国際的な熱
戦
へ
と
発
展
し
た
ま
ま
、
半
世
紀
以
上
た
っ
た
今
も
法
的
に
は
終
焉
し
て
は
い
な
い
。
朝
鮮
戦
争
時
に
は
、
ソ
連
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
間
に
は
同
盟
条
約
は
存
在
せ
ず
、
こ
れ
が
実
際
に
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
と
し
て
で
き
た
の
は
六
一
年
で
あ
り
、
し
か
も
で
き
た
直
後
か
ら
名
存
実
亡
と
な
っ
た
こ
と
は
本
稿
で
示
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
が
九
五
年
に
破
棄
さ
れ
た
の
は
ほ
と
ん
ど
形
式
的
行
為
で
し
かなかった。二○○○年二月には朝ソ善隣友好協力条約が締結された。
そ
の
意
味
で
は
モ
ン
ゴ
ル
だ
け
が
、
ソ
連
の
変
貌
に
よ
り
自
立
す
る
と
い
う
意
味
で
の
東
欧
革
命
の
パ
タ
ー
ン
を
た
ど
り
、
冷
戦
後
と
い
う
状
況
に
ふ
さ
わ
し
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
そ
の
後
の
発
展
状
況
は
東
欧
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
が
。
こ
う
し
て
み
る
と
北
東
ア
ジ
ア
で
の
冷
戦
と
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
り
、
｜
義
的
に
は
ソ
連
を
め
ぐ
る
問
題
、
あ
る
い
は
米
ソ
対
立
と
は
言
え
な
い
。
む
し
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
冷
戦
が
強
ま
っ
た
四
○
年
代
末
以
降
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
図
に
反
し
て
生
じ
た
中
国
革
命
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
で
の
国
際
的
内
戦
が
、
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
の
政
治
学
用
語
に
、
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
と
コ
メ
コ
ン
加
盟
諸
国
か
ら
な
る
社
会
主
義
共
同
体
と
言
う
概
念
が
あ
っ
た
が
、
ア
ジ
ア
で
こ
れ
に
入
る
国
は
な
か
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
や
べ
ト
ナ
ム
の
よ
う
に
ソ
連
と
政
治
的
に
比
較
的
近
い
国
で
も
同
盟
の
そ
れ
で
も
北
東
ア
ジ
ア
で
の
冷
戦
と
脱
冷
戦
と
い
う
問
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
冷
戦
状
況
と
深
く
連
関
し
て
い
る
。
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
二九
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本稿でとりあげるのはソ連の東側への対外政策という回路を通じてのアジア冷戦の地位と文脈とである。ユーラシア
に位置するソ連（ロシア）は東西に跨り、このことにより地域の問題をグローバル問題な争点へと媒介した。あるい
は東西冷戦が、この地に特有の刻印を与えた。
けれどもソ連外交における北東アジアの問題はこれまで軽視され、せいぜい西側で生起したことの反射効果にすぎ
ない、とされた。中国革命で冷戦がアジアに広がった（ギャディス）とか、あるいはアジアで冷戦の第二戦線が構築
（『□）
さ
れ
た
（
マ
ス
ト
ヌ
ィ
）
と
い
っ
た
理
解
で
済
ま
せ
が
ち
だ
っ
た
。
け
れ
ど
も
米
ソ
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
対
立
の
中
で
、
こ
の
地
域
で
は
ソ
連
が
重
要
な
要
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
し
て
も
、
地
域
固有の問題が存在してきたこともまた事実である。
ス
タ
ー
リ
ン
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
チ
ト
ー
主
義
の
よ
う
な
自
立
の
動
き
を
い
っ
さ
い
抑
圧
し
た
が
、
ア
ジ
ア
で
は
四
○
年
代
末
か
ら
五
○年代末まで中国共産党や毛沢東との間で、一種の谷繋不体制をとり、権力分与を容認してきたと信じる根拠がある。
朝鮮半島や日本をふくめたアジアの問題の処理（ここでは取り上げないが、インドシナ、インドネシアに対しても）
では中国共産党が指導的役割を演じたことは、その後東アジアでの冷戦だけでなく、アジア各国共産党内での複雑な
内
部
過
程
・
闘
争
を
も
規
定
し
た
と
い
え
る
。
そして冷戦の終焉とソ連崩壊後も、アジアで権力にある共産党は健在であり、このことが資料の公開、冷戦研究を
（６） 
難しくしてきた。それでもこの地域においても冷戦研究の独自の課題が自覚され、日ロ韓中の学者達の共同作業がよ
うやく始まりつつある。中ソ同盟条約や朝鮮戦争をめぐってソ連、中国などの資料が出始めた。冷戦の残津である日
朝関係改善の方向が示された今日、この問題の究明は急務となっている。
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ス
タ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
北
東
ア
ジ
ア
で
の
世
界
大
戦
終
戦
と
冷
戦
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
第二次大戦末期、ソ連にとってヨーロッパこそ安全保障上の主たる舞台であった。とはいえ北東アジアは二義的争
点
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
。
四
四
年
一
月
ソ
連
外
務
省
が
ス
タ
ー
リ
ン
に
提
示
し
た
体
系
的
戦
後
構
想
で
あ
る
マ
イ
ス
キ
ー
次
官
の
文
書
な
ど
で
も
、
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
は
、
ソ
連
参
戦
な
き
日
本
軍
国
主
義
の
解
体
と
、
民
主
的
、
進
歩
的
、
民
族
的
か
つ
ソ
連
に
友
好
的
な
中
（８） 
国の存在が課題としてあげられていた。四五年初めのヤルタ〈云談、とくに極東条項で戦後の枠組を作った英米ソだが、
（９） 
その後のドイツ降伏、核開発、そして対日参戦問題をめぐり相互関係は歪みだした。極東が新しい舞台として登場し
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
角
度
か
ら
、
ソ
連
・
ロ
シ
ア
側
の
東
ア
ジ
ア
冷
戦
へ
の
関
与
と
、
そ
の
研
究
へ
の
現
在
的
寄
与
の
水
準
を
紹
介
し
つ
つ
、
試
論
を
提
供
す
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
歴
史
の
見
直
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
北
東
ア
ジ
ア
の
外
交
、
安
全
保
障
に
か
ん
す
る
ロ
シ
ア
の
資
料
公
開
は
遅
れ
た
が
、
レ
ド
フ
ス
キ
ー
、
ト
ロ
ャ
ノ
フ
ス
キ
ー
ら
外
交
官
の
回
想
、
ソ
連
共
産
党
の
担
当
者
（
中
国
関
係
の
ク
リ
ク
、
朝
鮮
担
当
の
ト
カ
チ
ェ
ン
ョ
な
ど
の
著
作
、
各
種
資
料
が
出
始
め
て
い
る
。
な
か
で
も
朝
鮮
戦
争
に
か
ん
し
て
大
統
領
文
書
館
（
政
治
局
資
料
）
を
利
用
し
た
ア
ナ
ト
ー
リ
ー
・
ト
ル
ク
ノ
フ
の
『
謎
の
戦
争
・
朝
鮮
紛
争
一
九
五
○
’
五
三
年
』
二
○
○
○
年
、
は
日
（７） 
本
の
研
究
に
も
影
響
を
与
一
え
た
。
中
国
な
ど
で
も
冷
戦
期
の
研
究
や
資
料
が
出
始
め
た
。
こ
れ
ら
を
一
瞥
、
問
題
点
を
整
理
し
、
冷
戦
期
ソ
連
の
対
北
東
ア
ジ
ア
関
係
を
再
構
成
、
問
題
点
を
摘
出
す
る
こ
と
で
、
冷
戦
後
東
ア
ジ
ア
に
つ
い
て
も
若
干
の
考
察
・
展
望
を
試
み
る
の
が
本
稿
の
課
題
で
あ
る
。
問
題
の
性
格
上
、
研
究
状
況
の
断
片
的
紹
介
、
主
観
的
整
理
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
お
断
り
し
て
お
く
。
た
。
１
ス
タ
ー
リ
ン
と
戦
後
の
北
東
ア
ジ
ア
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
一
一
￣ 
￣ 
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ソ
連
指
導
部
は
、
先
の
マ
イ
ス
キ
ー
文
書
に
あ
る
よ
う
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
社
会
主
義
の
課
題
は
二
九
七
四
’
九
四
年
ま
で
」
先
延
（腿）
ば
し
し
て
も
、
経
済
建
設
と
平
和
回
復
を
優
先
し
て
い
た
。
ま
し
て
や
東
ア
ジ
ア
で
社
会
主
義
、
人
民
民
主
主
義
の
成
立
を
そ
も
そ
も
予
定してはいなかった。スターリンにとって中国での交渉相手が長らく国民党政府であったことは周知のことであって、
モ
ロ
ト
フ
は
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
よ
る
コ
メ
ン
ト
を
回
想
し
て
、
ソ
連
外
相
の
役
割
と
は
可
能
な
限
り
国
境
線
を
外
に
拡
大
す
る
こ
と
に
あ
る
、
と
考
え
た
。
超
大
国
ソ
連
の
拡
大
と
社
会
主
義
の
最
終
的
勝
利
と
は
ソ
連
外
交
に
あ
っ
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
ソ
連
の
超
大
国
へ
の
道
の
な
か
、
戦
後
の
対
ア
ジ
ア
認
識
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
千
島
、
東
清
（
長
春
）
鉄
道
、
大
連
、
旅
順
と
言
っ
た
地
政
学
的
な
戦
略
拠
点
の
確
保
で
あ
っ
て
、
体
制
選
択
と
か
、
社
会
主
義
と
資
本
主
義
と
言
っ
た
課
題
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
ら
た
め
て
注
目
し
た
い
。
二
○
年
代
か
ら
同
盟
国
で
あ
っ
た
モ
ン
ゴ
ル
は
別
と
す
れ
ば
、
赤
軍
支
配
下
で
共
産
党
系
勢
力
が
伸
賑
す
る
と
（Ⅲ） 
い
う
東
欧
型
の
パ
タ
ー
ン
は
、
中
国
東
北
部
、
そ
し
て
朝
鮮
半
島
北
部
に
出
現
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
極
東
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
外
交
は
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
一一一一一
そ
れ
で
も
帝
国
日
本
の
敗
北
後
、
ア
ジ
ア
情
勢
は
、
世
界
に
巨
大
な
影
響
力
を
持
つ
超
大
国
と
な
っ
た
ソ
連
の
ス
タ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
好
都
合
に
見
え
た
。
当
時
彼
は
、
新
し
い
ソ
連
邦
の
地
図
が
届
け
ら
れ
た
と
き
、
外
相
モ
ロ
ト
フ
に
こ
う
語
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
た
。
『
我
々
が
何
を
得
た
か
み
て
み
よ
う
…
…
西
側
は
問
題
な
い
、
と
言
っ
て
す
ぐ
に
東
側
国
境
に
転
じ
た
。
こ
こ
に
い
ま
何
が
あ
る
か
。
ク
リ
ル
諸
島
は
今
や
我
々
の
も
の
、
サ
ハ
リ
ン
も
完
全
に
わ
が
も
の
、
何
と
い
い
こ
と
か
、
旅
順
港
は
我
々
の
も
の
、
大
連
も
我
々
の
も
（Ⅲ） 
の
で
あ
る
、
東
清
鉄
道
も
我
々
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
と
は
異
常
な
い
。
」
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四五年八月に蒋介石政府との間に中ソ友好同盟条約を締結、ヤルタ協定合意を具体化したばかりであった。
し
た
が
っ
て
中
国
革
命
の
展
開
、
共
産
党
政
権
成
立
は
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
図
に
反
し
て
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
事
実
ソ
連
共
産
党
は
、
四
九
年
は
じ
め
ミ
コ
ャ
ン
を
極
秘
に
中
国
共
産
党
に
派
遣
し
、
条
件
が
な
い
と
こ
ろ
で
社
会
主
義
を
急
ぐ
べ
き
で
な
い
と
忠
告
し
て
い
た
（吟）
ほ
ど
で
あ
る
。
中
国
は
た
と
一
元
共
産
党
が
権
力
を
握
っ
た
と
し
て
も
社
会
主
義
に
熟
し
て
お
ら
ず
、
革
命
的
人
民
民
主
主
義
段
階
で
あ
る
にすぎないという認識からであった。
こ
れ
に
は
中
国
共
産
党
の
指
導
者
毛
沢
東
が
、
ソ
連
の
選
択
で
は
な
か
っ
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
ソ
連
は
、
王
明
（
陳
紹
禺
）
な
ど
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
以
来
の
正
統
な
党
員
に
期
待
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
地
政
学
的
に
は
ソ
連
に
近
い
中
国
東
北
部
の
共
産
主
（Ｍ） 
義
運
動
、
と
く
に
満
州
の
赴
く
産
党
指
導
者
の
高
崗
も
評
価
し
て
い
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
は
毛
に
最
初
に
あ
っ
た
と
き
、
同
志
と
呼
ば
ず
、
先
（旧）
生
と
言
っ
た
と
通
訳
は
回
想
す
る
。
む
し
ろ
毛
沢
東
を
「
中
国
の
チ
ト
ー
」
、
「
半
チ
ト
ー
」
と
見
て
い
た
。
毛
に
会
見
し
た
モ
ロ
ト
フ
外
（焔）
相
も
中
国
の
プ
ガ
チ
ョ
フ
、
つ
ま
り
農
民
運
動
の
指
導
者
と
み
て
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
第
二
に
、
朝
鮮
で
の
革
命
や
人
民
民
主
主
義
も
ま
た
、
中
国
革
命
以
上
に
モ
ス
ク
ワ
が
予
期
し
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
金
日
成
こ
そ
ソ
連
軍
人
と
し
て
の
経
歴
を
持
つ
革
命
家
、
政
治
家
で
あ
っ
た
も
の
の
、
ソ
連
指
導
部
に
と
っ
て
そ
れ
ほ
ど
関
心
を
ひ
く
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
一
九
四
五
年
九
月
に
ス
タ
ー
リ
ン
が
下
し
た
北
朝
鮮
の
占
領
方
針
は
「
反
日
民
主
勢
力
を
基
礎
と
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
民
主
主
（Ⅳ） 
義
的
権
力
」
樹
立
で
あ
っ
た
。
ソ
連
共
産
党
の
朝
鮮
専
門
家
だ
っ
た
ト
カ
チ
ェ
ン
コ
に
よ
れ
ば
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
朝
鮮
半
島
は
農
業
地
帯
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
労
働
者
・
勤
労
者
の
数
も
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
か
な
か
っ
た
。
東
欧
の
人
民
民
主
主
義
国
に
な
る
可
能
性
、
ソ
連
が
影
響
力
を
行
使
す
る
可
能
性
は
乏
し
か
っ
た
。
四
九
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
・
金
日
成
会
談
で
も
後
者
が
出
し
た
南
進
攻
撃
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
ま
っ
た
く
冷
淡
で
あ
っ
た
。
九
月
の
ソ
連
共
産
党
政
治
局
決
定
は
北
朝
鮮
の
南
へ
の
関
与
は
許
さ
れ
な
い
と
念
を
押
し
て
い
た
ほ
ど
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
’’’一一一
Hosei University Repository
な
か
で
も
中
国
は
香
港
、
台
湾
の
即
時
解
放
へ
の
援
助
を
願
っ
た
。
だ
が
、
第
三
次
大
戦
を
お
そ
れ
る
ス
タ
ー
リ
ン
は
消
極
的
で
あ
つ
（旧）
た
。
世
界
大
戦
が
生
じ
る
可
能
性
は
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
第
二
○
回
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
脳
裏
を
片
時
も
離
れ
な
い
問
題
で
あ
っ
た
。
劉
は
七
月
ソ
連
共
産
党
政
治
局
会
議
に
出
席
し
、
と
く
に
台
湾
、
香
港
解
放
で
の
ス
タ
ー
リ
ン
ら
ソ
連
の
消
極
的
立
場
を
了
解
し
て
い
る
。
モ
ロ
ト
フ
は
こ
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
立
場
を
敵
桁
し
て
、
敵
と
の
対
決
を
避
け
、
紛
争
を
挑
発
す
る
（鋤）
こ
と
を
警
戒
し
た
た
め
だ
と
答
え
て
い
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
に
と
っ
て
対
米
関
係
維
持
は
い
ぜ
ん
と
し
て
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
ソ
連
に
と
っ
て
東
北
ア
ジ
ア
最
大
の
対
象
で
あ
る
中
国
と
は
、
戦
後
ソ
連
と
ス
タ
ー
リ
ン
の
意
図
に
反
し
て
誕
生
し
た
革
命
体
制
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
そ
の
中
国
革
命
の
成
功
と
人
民
共
和
国
の
成
立
と
に
よ
り
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
ア
ジ
ア
観
は
変
わ
っ
た
。
な
か
で
も
中
ソ
同
盟
の
成
立
が
状
況
を
変
え
た
。
同
盟
条
約
論
議
は
中
国
革
命
の
成
功
を
う
け
た
四
九
年
一
二
月
の
毛
沢
東
の
公
式
訪
問で新たな展開を見た。そもそも四九年の中ソ同盟条約改定問題では、四五年八月に蒋介石政府との間で結んだ中ソ
相
違
が
表
面
化
し
て
い
た
。
だ
が
ス
タ
ー
リ
ン
は
四
九
年
夏
、
中
国
革
命
が
成
功
す
る
可
能
性
が
焦
眉
の
も
の
と
な
っ
た
と
き
、
極
東
問
題
を
真
剣
に
考
え
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
七
’
八
月
に
は
劉
少
奇
を
中
心
と
す
る
中
国
共
産
党
代
表
団
が
秘
密
狸
に
訪
ソ
し
た
が
、
中
国
側
と
ス
タ
ー
リ
ン
と
の
間
に
は
、
新
弧
、
大
連
・
旅
順
港
、
東
清
鉄
道
と
い
っ
た
ヤ
ル
タ
条
約
で
の
争
点
に
加
え
、
香
港
や
台
湾
の
解
放
を
め
ぐ
っ
て
も
意
見
の
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
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である。スターリンもモロトフも、ソ連の超大国としての自信につながった四九年核実験成功以降ですら、朝騨叶への
（旧）
革
命
の
影
響
も
金
日
成
の
武
力
統
一
案
も
、
ま
し
て
や
同
盟
関
係
も
ま
っ
た
く
想
定
は
し
て
い
な
か
っ
た
。
２
ス
タ
ー
リ
ン
と
革
命
・
同
盟
・
戦
争
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同
盟
条
約
、
そ
の
基
礎
に
あ
る
ヤ
ル
タ
会
談
で
の
合
意
に
ふ
れ
る
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
は
改
定
に
は
当
初
は
消
極
的
だ
っ
た
。
こ
の
と
き
ま
で
は
毛
自
身
も
ス
タ
ー
リ
ン
の
四
五
年
条
約
維
持
論
に
傾
斜
し
て
い
た
。
こ
の
と
き
ス
タ
ー
リ
ン
は
毛
に
「
我
々
に
友
好
さ
え
あ
れ
ば
、
（別）
平
和
は
五
’
一
○
年
ど
こ
ろ
か
、
二
○
’
二
五
年
も
続
こ
う
」
と
、
楽
天
的
な
言
葉
を
発
し
た
。
し
か
し
中
国
国
内
で
も
周
恩
来
ら
が
強
く
新
条
約
を
主
張
し
、
こ
の
た
め
五
○
年
一
月
は
じ
め
の
会
見
で
毛
は
立
場
を
変
え
た
。
周
ら
が
モ
ス
ク
ワ
に
到
着
し
た
た
め
、
ス
タ
ー
リ
ン
も
新
条
約
締
結
に
傾
い
た
、
と
い
う
の
が
最
新
の
ソ
連
側
資
料
が
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（配）
中
国
よ
り
も
強
硬
で
、
一
層
反
米
的
な
性
格
を
強
調
し
た
も
の
と
な
っ
た
。
｝
」
の
友
好
同
盟
相
互
援
助
条
約
の
討
議
は
周
恩
来
と
ミ
コ
ャ
ン
政
治
局
員
、
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
外
相
と
の
間
で
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
当
初
は
友
好
同
盟
条
約
と
い
う
の
が
ソ
連
の
草
案
で
あ
っ
た
が
、
周
は
こ
れ
に
相
互
援
助
と
い
う
言
葉
を
挿
入
さ
せ
た
。
条
約
が
同
盟
の
対
象
と
し
た
の
は
、
日
本
、
お
よ
び
日
本
と
同
盟
し
て
い
る
国
、
と
あ
っ
た
が
、
名
指
し
し
な
か
っ
た
も
の
の
ア
メ
リ
カ
を
念
頭
に
置
い
た
。
ち
な
み
に
最
近
の
ロ
シ
ア
側
資
料
に
よ
れ
ば
、
ソ
連
は
条
約
が
不
平
等
で
あ
る
と
し
て
大
連
の
ソ
連
軍
の
撤
去
を
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
毛
沢
東
は
反
対
し
、
か
わ
っ
て
ソ
連
海
軍
が
台
湾
解
放
に
協
力
す
る
こ
と
を
求
め
た
と
い
う
。
ミ
コ
ャ
ン
に
よ
れ
ば
、
毛
沢
東
ら
中
国
共
（
邸
）
、
産
党
幹
部
は
こ
れ
を
不
平
等
条
約
と
は
考
壱
え
て
は
い
な
か
っ
た
。
旅
順
港
の
租
借
も
日
本
と
の
平
和
条
約
締
結
ま
で
は
、
ソ
連
が
特
権
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
旅
順
港
問
題
で
は
ヤ
ル
タ
条
約
維
持
論
で
あ
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
も
、
最
後
で
立
場
を
変
え
よ
う
、
と
い
っ
た
。
こ
の
問
題
で
は
中
国
側
が
中
ソ
論
争
前
後
か
ら
反
対
の
主
張
を
し
て
き
た
け
れ
ど
も
、
当
初
事
実
は
逆
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
人
民
共
和
国
中
国
の
誕
生
と
、
ソ
連
と
中
国
と
の
同
盟
条
約
締
結
と
は
、
ア
ジ
ア
、
極
東
の
政
治
地
図
に
大
き
く
影
響
し
た
。
（別）
こ
の
条
約
は
「
日
本
ま
た
は
日
本
の
同
盟
国
」
に
対
抗
す
る
目
的
を
持
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
が
直
接
対
象
で
あ
る
と
は
さ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
も
ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
と
い
っ
た
軍
事
協
力
の
機
構
が
中
ソ
間
で
成
立
し
な
か
っ
た
こ
と
は
こ
の
同
盟
の
重
要
な
限
界
で
あ
っ
た
。
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
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し
か
し
北
東
ア
ジ
ア
に
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
モ
ス
ク
ワ
と
の
非
対
称
性
は
、
限
定
的
で
し
か
な
か
っ
た
。
「
向
ソ
一
辺
倒
」
と
い
う
中
国
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
宣
布
す
る
一
般
の
表
象
と
は
反
対
に
、
四
九
年
か
ら
ソ
連
共
産
党
と
中
国
共
産
党
と
の
分
業
、
な
い
し
権
力
分
与
の関係が成立したと推測される根拠がある。中国がアジアの安全保障と共産党の関係で主導権を握ることで、中ソ指
導部は一致した。四九年以降、中国とソ連との共産党どうしの関係は、一月のミコャン（仮名アンドレーェフ）の極
い
ず
れ
に
し
て
も
東
欧
諸
国
で
は
赤
軍
支
配
下
の
共
産
主
義
政
権
が
、
ソ
連
型
支
配
を
導
入
し
た
。
抑
圧
、
政
治
テ
ロ
、
ノ
メ
ン
ク
ラ
ッ
ー
ラ
と
い
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
型
支
配
が
作
ら
れ
た
。
ソ
連
の
指
導
員
制
度
が
、
統
治
を
細
部
ま
で
指
導
す
る
回
路
と
な
り
、
直
接
的
な
（妬）
形で影響力が行使された。東欧共産党がその後モスクワから十分自立化し得なかったことが、東欧での八九年革命に
下した。
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さらにこれを背後で支える中ソの党のレベルでの分業関係が新しい問題の発端でもあった。いうまでもなく冷戦期
の社会主義国相互の関係では、国家間関係よりも、むしろ共産党どうしの関係が重要であった。だが国家関係とは異
な
り
、
こ
の
部
分
は
多
く
の
謎
に
包
ま
れ
て
き
た
。
よ
う
や
く
ソ
連
側
資
料
が
公
開
さ
れ
だ
し
、
関
係
が
明
確
と
な
り
始
め
て
い
る
。
良
く
い
わ
れ
る
よ
う
に
ソ
連
共
産
党
と
東
欧
共
産
党
と
の
関
係
は
完
全
に
非
対
称
で
あ
っ
た
。
四
三
年
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
解
散
と
後
身
の
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
形
成
（
四
七
年
）
、
そ
し
て
ユ
ー
ゴ
党
の
除
名
、
と
い
っ
た
冷
戦
史
の
機
制
は
ま
さ
に
そ
の
関
係
の
推
転
の
中
に
あ
っ
た
。
第
三
次
世
界
大
戦
を
お
そ
れ
た
ス
タ
ー
リ
ン
は
東
欧
全
般
の
体
制
を
強
め
、
五
一
年
一
月
に
は
、
東
欧
の
共
産
党
幹
部
と
各
国
（閲）
国
防
相
を
呼
ん
だ
会
議
を
ひ
ら
き
、
五
一
二
年
末
ま
で
に
戦
争
準
備
が
完
成
す
べ
き
で
あ
る
と
い
っ
た
。
も
っ
と
も
一
月
コ
ミ
ン
フ
ォ
ル
ム
第四回会議で、書記長に擬されたイタリア共産党のトリァッチはスターリン提案を断り、以後この組織への関心は低
つながった。
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か
わ
り
に
中
ソ
間
で
密
か
な
取
り
決
め
が
で
き
た
。
ソ
連
共
産
党
は
、
世
界
政
治
の
原
則
的
課
題
は
ソ
連
と
相
談
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
アジアの個別の問題は中国に、個別問題での指導をゆだねることをきめていた、と推定される。このきわめて重要な
決
定
は
ま
だ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
ソ
連
共
産
党
の
専
門
家
だ
っ
た
ワ
ジ
ム
・
ト
カ
チ
ェ
ン
コ
は
、
四
九
年
秋
の
人
民
中
国
の
建
国
と
共
に
、
モ
ス
ク
ワ
の
指
導
部
内
で
、
極
東
の
安
全
保
障
の
確
保
で
は
中
国
に
任
せ
る
、
と
言
う
一
種
の
義
務
分
担
が
確
立
し
た
と
い
う
。
つ
まり世界政策の原則問題では中国と調整しつつ、その他極東の個別の問題にかんしては「まったく中国の同志の裁量
（卸）
に
任
せ
る
」
、
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
出
し
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
「
朝
鮮
と
ベ
ト
ナ
ム
の
安
全
保
障
に
か
ん
し
て
」
こ
の
よ
う
な
接
近
法
が
取られた、という。つまり、ソ連は中国と同盟関係を持つだけで十分であって、その中国がベトナムと朝鮮民主主義
人
民
共
和
国
を
擁
護
す
る
、
と
い
う
二
段
階
方
式
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
○
年
代
末
ま
で
は
こ
の
方
式
が
と
ら
れ
た
、
と
も
い
う
。
ち
な
み
に
、
ト
カ
チ
ェ
ン
コ
は
こ
の
き
わ
め
て
重
要
な
決
定
の
出
典
を
明
示
し
て
い
な
い
。
中国の冷戦研究者でソ連資料に詳しい沈志華らもまた、この考えを別個に指摘する。四九年七月の劉少奇による秘
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
三
七
（”） 
秘訪問（資料は一九六○年にミコャンがソ連共産党幹部会に提出）に続き、七同呵には革命の成功を見越して劉少奇代
表団が訪ソする。そして人民中国成立後一二月の毛沢東による訪ソは二月までの長期にわたった。この過程をつうじ
て東での党の相互関係は、西側とは違った関係ができたと推測される。
〈調）
コミンテルン解散後、コミンフォルムに匹敵する東側の機構創出は、四○年代末か重り毛沢東が組織化を試みていた。
四九年半ば、また五○年初めに朝鮮労働党は毛沢東に、アジアでのコミンフォルム結成を問い合わせた。五○年三月
（鯛）
に４℃スターリン訪問の理由としてこの東方コミンフォルム形成問題をあげた。だがこの組織は朝鮮戦争のなかででき
なかった。
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ソ
連
共
産
党
の
中
国
担
当
者
だ
っ
た
ク
リ
ク
に
よ
れ
ば
、
大
統
領
文
書
館
資
料
（
旧
ソ
連
共
産
党
政
治
局
資
料
）
と
し
て
、
劉
少
奇
報
告
で
は
、
「
全
連
邦
共
産
党
は
全
世
界
共
産
主
義
運
動
の
本
部
で
あ
り
、
中
国
共
産
党
は
そ
の
一
支
部
に
す
ぎ
な
い
。
部
分
の
利
益
は
国
際
主
義
的
任
務
に
従
属
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
確
か
に
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
存
在
し
な
く
な
っ
た
し
、
中
国
共
産
党
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
産
党
情
報
部
に
入
っ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
中
国
共
産
党
は
、
全
連
邦
共
産
党
の
決
定
に
従
属
す
る
（
ス
タ
ー
リ
ン
の
書
き
込
み
に
は
、
こ
の
箇
所
に
非
と
あ
る
Ｉ
下
斗
米
）
。
も
し
何
ら
か
の
問
題
で
中
国
共
産
党
と
連
邦
共
産
党
と
の
あ
い
だ
に
意
見
の
相
違
が
生
じ
た
と
き
は
、
中
国
共
産
党
は
自
己
の
意
見
を
表
明
す
る
も
の
の
、
連
邦
共
産
党
に
従
い
、
断
固
と
し
て
実
現
す
る
（
ス
タ
ー
リ
ン
書
き
込
み
は
こ
こ
に
（鋼）
も非とある、下斗米）」、といった。
ト
ヵ
チ
ェ
ン
コ
説
を
支
持
す
る
も
っ
と
も
明
確
な
裏
付
け
は
中
国
の
資
料
で
あ
る
。
毛
沢
東
の
通
訳
だ
っ
た
師
哲
に
よ
る
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
劉
少
奇
の
祝
宴
で
中
国
革
命
の
成
功
を
祝
い
、
｜
「
革
命
の
中
心
は
西
方
か
ら
東
方
に
移
り
、
今
ま
た
中
国
及
び
東
ア
ジ
ア
へ
と
移
っ
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
そ
し
て
「
国
際
革
命
運
動
の
な
か
で
、
中
ソ
両
国
は
、
い
く
ら
か
多
く
の
義
務
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
つ
ま
り
分
業
合
作
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
が
今
後
、
植
民
地
、
半
植
民
地
、
属
国
の
民
族
民
主
革
命
運
動
の
援
助
を
い
く
ら
か
多
く担うよう希望する。（中略）この面でソ連は中国のような影響と役割は果たせない。この道理ははっきりしており、
そ
れ
は
、
中
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ソ
連
の
よ
う
に
影
響
を
お
よ
ぼ
せ
な
い
の
と
同
じ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
国
際
革
命
の
利
益
の
た
め
、
わ
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
三八
（帥）
密のモスクワ訪問が契機となったと指摘している。この会談で中国とソ連とがムロ意し、中国が担当するベトナムとソ
連
が
主
た
る
責
任
を
持
つ
朝
鮮
半
島
と
の
関
係
が
で
き
た
、
と
み
る
。
中
国
が
指
導
セ
ン
タ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
こ
れ
ら
の
会
議
に
同
席
し
た
レ
ド
フ
ス
キ
ー
の
回
想
、
研
究
に
も
出
て
こ
な
い
。
む
し
ろ
表
見
的
に
は
こ
れ
は
逆
の
記
録
が
出
て
（蛇）
いるほどである。
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こ
う
し
て
中
国
共
産
党
は
ア
ジ
ア
の
共
産
党
の
な
か
で
特
権
的
地
位
を
猶
得
し
た
。
中
国
で
の
旧
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
（師）
ま
た
中
国
共
産
党
に
属
す
こ
と
と
な
っ
た
。
数
百
人
い
た
中
国
共
産
党
内
の
ソ
連
の
情
報
提
供
者
は
や
が
て
投
獄
さ
れ
た
、
と
い
う
。
こ
のようにモンゴルをのぞく東アジアの共産党は政治権力の正当性を、モスクワにはでなく独自の基盤の上に置くこと
に成功した。とくに中国と朝鮮でこの傾向は著しかった。
この分業が朝鮮戦争でいかに機能したか、しなかったかが興味深い。中ソ同盟体制の枠内でスターリンと金日成の
（鍋）
関係も微妙となった。なかでも金日成との五○年四月の〈云談でスターリンは金の冒険的な南進統一に支持を与えた。
戦
後
ソ
迎
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
｛
下
斗
米
）
三
九
れ
わ
れ
両
国
は
、
次
の
よ
う
に
分
業
し
よ
う
。
貴
方
が
た
は
東
方
及
び
植
民
地
、
半
植
民
地
諸
国
の
工
作
を
多
く
お
こ
な
い
、
こ
の
面
に
おける貴方がたの役割と影響をより多く発揮してほしい。われわれは西方でより多くの義務を負い、より多くの仕事
（鈍）
をおこなう」、とパラフレーズした。
ソ連側資料もこれを補強する。スターリンは、自己の忠告は指示ではない、忠告を与えるだけだとし、「東アジア
の国々での革命では、中国共産党は自己の革命的義務を遂行すべきである」、アジアでは、中国共産党はマルクス主
（錦〉
義
の
理
論
を
現
実
に
移
す
に
際
し
て
大
き
な
経
験
を
持
っ
て
お
り
、
我
々
は
あ
な
た
方
に
学
べ
る
と
い
っ
た
、
と
一
示
唆
し
た
。
つ
ま
り
、
中
国
と
ソ
連
と
は
対
等
の
関
係
で
あ
り
、
モ
ス
ク
ワ
の
北
京
に
対
す
る
優
位
は
な
い
こ
と
、
ソ
辿
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
レ
ベ
ル
（縮）
で
は
主
導
的
役
割
を
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の
国
際
関
係
で
は
中
国
に
主
要
な
役
割
を
は
た
す
よ
う
促
す
、
と
い
う
理
解
を
し
め
し
た
。
お
そ
らく、東方問題にそれほど明るくないスターリンは、革命中国の成立、そして中ソ同盟、朝鮮戦争をつうじて、中国
共産党とのある種の権力分与の枠組みを強めた、といえるのではないか。もっとも、中国側はこれをも指示として理
解した。
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こ
う
し
て
六
月
二
五
日
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
が
武
力
統
一
を
仕
掛
け
て
戦
争
は
始
ま
っ
た
。
ソ
連
は
対
米
衝
突
を
あ
く
ま
で
避
け
、
武
器
や
航
空
機
を
提
供
し
た
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
直
接
の
参
戦
は
論
外
で
あ
っ
た
。
五
○
年
秋
米
国
の
仁
川
上
陸
で
敗
色
が
濃
く
な
る
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
が
隣
人
と
な
っ
た
と
し
て
も
か
ま
わ
な
い
、
と
い
っ
た
の
は
あ
る
意
味
で
ソ
連
指
導
部
の
本
音
で
（湖）
あった。ひとつには、スターリンは一二八度線を分界とする米ソの朝騨共同占領の義務があったからでもある。スター
（㈹）
リ
ン
は
北
の
政
権
崩
壊
が
あ
っ
て
も
こ
れ
を
容
認
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
。
し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
の
蹄
踏
を
よ
そ
に
毛
沢
東
自
身
は
積
極
的
で
一
○
○
万
の
中
国
人
民
共
和
国
志
願
軍
の
参
戦
と
な
っ
て
、
国
際
的
な
戦
争
へ
と
発
展
し
た
。
他方でトルクノフらの政治局資料に基づく研究では、スターリンが「フリッポフ」名で朝姓鋤戦争の細かい戦術まで
指漏汁していたことを示している。その後戦線は膠着した。五二年八月、朝鮮戦争の停戦のため訪問した中国の周恩来
に、スターリンは、第三次世界大戦を引き延ばすために利用したい、と直裁に語って、中朝が要求した停戦を認めな
（机）
かつた。スターリンが亡くなるまで戦争は終わらなかった。朝鮮戦争は、南北の武装対立、中国の国際社会か『ｂの孤
立
を
決
定
し
た
。
毛
沢
東
、
金
日
成
、
そ
し
て
ソ
連
指
導
者
の
相
互
に
ね
じ
れ
た
関
係
は
こ
の
戦
争
を
通
じ
て
定
礎
さ
れ
た
。
以
上
の
こ
と
を
ソ
連
側
か
ら
見
る
と
こ
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、
極
東
で
の
戦
後
国
際
秩
序
は
、
ソ
連
か
ら
す
れ
ば
、
英
米
と
の
ヤ
ル
タ
協
定
の
枠
鮒
旭
が
存
在
し
て
い
た
。
外
モ
ン
ゴ
ル
の
地
位
を
確
保
し
、
千
島
列
島
や
、
南
サ
ハ
リ
ン
、
東
清
鉄
道
、
そ
し
て
大
連
・
旅
順
港
と
い
っ
た
協
定
に
よ
る
極
得
物
を
維
持
す
る
の
が
主
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
交
渉
相
手
は
一
義
的
に
は
蒋
介
石
の
国
民
党
政
府であり、これを具体的に保障したのは鋳押精された四五年八月の中ソ同盟条約であった。蒋介石との条約を反故にす
る
こ
と
は
、
ソ
連
に
は
英
米
と
ヤ
ル
タ
条
約
で
約
し
た
権
利
（
千
島
列
島
な
ど
）
を
問
題
に
し
か
ね
な
い
状
況
が
あ
っ
た
。
し
か
も
中
国
革命はスターリンが意図した外のことでもあった。
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この権力政治の論理と中国革命の論理とは矛盾していた。スターリンの意図に反した革命だが、「モスクワの手」
を
か
ん
じ
た
西
側
の
反
発
を
招
く
。
東
西
間
で
は
相
互
不
信
が
高
ま
っ
た
。
第
二
次
大
戦
期
の
同
盟
に
関
与
し
た
勢
力
は
双
方
で
後
退
し
た
。
冷
戦
の
激
化
は
米
国
で
の
マ
ッ
カ
ー
シ
ズ
ム
な
ど
西
側
で
の
雰
囲
気
に
さ
ら
な
る
刺
激
を
与
え
た
。
実はソ連の政治指導部にも亀裂が生じていた。スターリンと外相モロトフとの関係は戦後は微妙な対立が生じてい
（⑫） 
た
が
、
最
晩
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
は
、
東
側
の
革
命
に
よ
り
懐
疑
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
モ
ロ
ト
フ
で
す
ら
親
英
米
的
と
し
て
外
相
か
『
ｂ
外し、中国共産党に慎重さを伝えたミコャンとともに粛清リストに加えていた。かわって三○年代粛清の検事だった
強
硬
派
の
ビ
シ
ン
ス
キ
ー
が
外
相
を
務
め
た
。
こ
れ
に
対
抗
す
る
ア
メ
リ
カ
で
も
ケ
ナ
ン
の
よ
う
な
対
ソ
現
実
派
は
は
ず
れ
、
ダ
レ
ス
や
ニ
ッ
ッ
な
ど
強
硬
な
対
ソ
派
が
台
頭
し
た
。
冷
戦
は
も
っ
と
も
硬
直
的
な
時
期
を
迎
え
た
。
五
三
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
の
死
は
、
冷
戦
の
緩
和
、
朝
鮮
戦
争
の
停
戦
を
も
た
ら
し
た
が
、
ア
ジ
ア
の
冷
戦
は
い
っ
そ
う
複
雑
な
構
図
を
持
っ
た
。
こ
の
北
東
ア
ジ
ア
で
の
冷
戦
、
と
く
に
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
状
況
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
そ
れ
と
対
比
す
る
と
、
Ⅲ
東
西
関
係
の
対
称
性
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
）
と
非
対
称
性
（
北
東
ア
ジ
ア
）
、
②
赤
軍
支
配
下
の
東
欧
と
東
ア
ジ
ア
で
の
同
盟
機
構
の
不
在
、
③
東
側
同
盟
内
部
での一元支配（ヨーロッパ）と多元主義（東アジア）、といった構図をもった、といえるであろう。
こ
う
し
て
北
東
ア
ジ
ア
の
冷
戦
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
よ
う
な
東
西
の
明
確
な
二
極
対
立
と
い
う
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
を
持
た
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
ソ
連
と
北
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
同
盟
関
係
は
、
こ
の
ね
じ
れ
て
不
均
等
な
性
格
を
、
従
っ
て
当
初
か
ら
誤
解
と
不
満
と
を
内
蔵
し
て
い
た
。
ア
ジ
ア
で
は
、
遅
れ
て
出
発
し
た
冷
戦
だ
が
、
当
初
か
ら
二
極
構
造
で
は
な
く
、
多
元
化
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
四一
３
ソ
連
と
北
東
ア
ジ
ア
、
偽
り
の
同
盟
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（禍）
でアジアの冷戦では同盟内部での鋭い対立が内在していた。この「偽りの同盟」の櫛図を整理しよう。
第一に、’九四九年から九一年という四三年にわたる中ソ関係のうち、五○年二月に新たに結ばれた同盟条約（中
（例）
ソ
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
）
だ
が
、
名
目
的
に
は
一
二
○
年
間
存
続
し
た
。
し
か
し
条
約
が
予
定
す
る
よ
う
な
良
好
な
関
係
は
せ
い
ぜ
い
最初の二年にすぎなかった。のこりは対立、最悪の場合は武力対時という状況となった。
朝鮮戦争後、中ソで共通の軍事的試みがなかったわけでない。五○年代後半、ソ連政府は中国政府に秘密提案を行
い、米国太平洋艦隊に対抗する中ソのレーダー基地建設とソ連の指導する合同のミサイル搭載原子力潜水鱸臘隊柵想
｛柵）
を提起する。しかし毛が猛烈に拒否したため五八年七月と五九年一○月、フルシチョフは秘密裏に中国を訪問した。
しかし毛沢東は、合同艦隊構想はソ連が中国を弟分として扱うもので、「ソ連の植民地化」するものだと厳しく批判
（桁）
したのである。ソ連側は、それまでにも経済協力や核技術提供を行ってきただけに毛の反応はソ連指導部には圭同天の
（Ｗ） 
欝躍となった。結局この対立はかなりの程度毛の個人的感情が投影した、と米国の研究者トープマンも指摘する。
両
者
の
認
識
は
周
知
の
よ
う
に
戦
争
と
平
和
の
あ
り
方
で
も
大
き
く
異
な
っ
た
。
核
戦
争
の
認
識
か
ら
し
て
毛
は
独
自
で
あ
っ
た
。
モ
スクワ側資料では毛は五七年九月、地球の二七億人の半分が滅び帝国主義が一掃されても、社会主義だけが生き残る、
〈畑）
とモスクワで発一一一一口して、平和共存論に立つソ連指導部との隔絶を示した。こうして毛の独自性は五○年代後半いよい
よ高まった。こうしたこともあって金門・馬祖事件での台湾危機（八月）にソ連は冷淡であった。五九年の首脳会談
は結局六○年からの論争の序曲、いな毛とソ連指導部の最後の会見となった。軍事的な安全保障問題で両者は一致も
妥協もできなかった。これが対立の原因であったことを五八’五九年のフルチョフ秘密訪中の記録がものがたる。
ちなみにこの文書を解説した歴史家ズーポクによれば、対米協調に傾きながら中ソ対立を招いたフルシチョフに対
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し毛
た（ま
◎ 
しかし七月の劉少奇代表団のソ連共産党政治局での演説では、モンゴル人民共和国が併合を希望すれば、これを認
（別）
めるとあった。中国とソ連とは、ヤルタの重要な項目であるモンゴルの地位に関して利害は一致していなかった。モ
（則）
ロトフ回想でも、毛との交渉でモンゴル問題で中ソが一致しなかったことを記録している。朝鮮戦争後も五四年のフ
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
四三
す
る
ソ
連
国
内
で
の
評
判
は
あ
ま
り
良
く
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
六
四
年
一
○
月
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
解
任
へ
の
伏
線
と
な
り
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
誕
生
時
に
シ
ニ
レ
ー
ピ
ン
、
コ
ス
イ
ギ
ン
ら
一
部
政
治
家
が
中
ソ
関
係
改
善
に
働
い
た
理
由
で
あ
る
。
しかしブレジネフ政権をささえた外交・安保チーム、とくにアンドロポフとグロムイコとは中ソのあたらしい関係
修復に否定的であって、結局このチームが勝利した。とくにアンドロポフがハンガリー、中ソ対立という社会主義国
での問題の専門であった。クーシネン、アンドロポフらは「スターリン批判」の観点から中国、とくに毛に批判的で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
文
化
大
革
命
、
そ
し
て
中
ソ
対
立
、
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
（
珍
宝
島
）
で
の
衝
突
に
つ
な
が
っ
た
。（鱒）
第二に、これらの交渉を通じて中ソは、モンゴルの地位について最初から意見が合わなかった。周知のようにヤル
タ協定ではソ連の意図で外モンゴルの現状維持が図られた。しかし四九年一月、訪中したミコャンにたいし、毛沢東
は内外モンゴルの統一の考えをしめした。ミコャンは、これでは中国は領土のかなりの部分を失うことになる、と
いって反対した。これに対し毛は、統一モンゴルを中国共和国に属する考えはどうかと論じた。ミコャンはすでに外
モンゴルは独立しているから、不可能であるといって、スターリンの手紙を紹介した。外モンゴル指導部は統一モン
ゴル国家に賛成しているが、我々はこれだと中国から領土を奪うことになるので反対である、という趣旨であった。
毛は「大中華民族主義」からいっているのでないと、統一モンゴルの考えをこの段階では引っ込めたが、問題は存続
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民共和国との経済的、文ル
事同盟とはいえなかった。
ソ
連
が
東
欧
の
社
会
主
義
国
と
同
盟
関
係
を
結
ん
だ
の
は
多
く
四
八
年
で
あ
っ
た
。
だ
が
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
同
盟
関
係
（別）
は
、
条
約
上
は
六
一
年
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
「
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
」
で
あ
り
、
金
日
成
が
六
一
年
に
訪
ソ
し
て
結
ば
れた。中国とソ連の同盟条約と同一呼称であるが、その締結からさらに一○年もあとになってからである。
係
と
は
い
え
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
四
五
年
、
日
本
の
降
伏
と
ソ
連
軍
に
よ
る
関
東
軍
の
武
装
解
除
の
な
か
で
、
金
日
成
ら
と
ソ
連
と
の
関
係
が
い
っ
そ
う
強
化
さ
れ
、
四
八
年
九
月
に
は
金
日
成
を
首
相
と
す
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
政
府
が
成
立
す
る
。
秋
に
は
ソ
連
軍
は
北
朝
鮮
か
ら
撤
退
し
た
。
も
っ
と
も
ソ
連
軍
関
係
者
は
経
済
管
理
な
ど
の
た
め
に
ソ
連
市
民
管
理
局
と
い
っ
た
形
で
一
部
の
こ
っ
た
し
、
初
期
の
ソ
連
大
使
は
軍
人
で
あ
っ
た
。
ソ
連
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
国
家
関
係
が
定
礎
さ
れ
た
の
は
、
四
九
年
三
月
に
「
ソ
連
邦
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
経
済
的
、
文
化
的
協
力
協
定
」
が
結
ば
れ
た
。
し
か
し
ス
タ
ー
リ
ン
は
金
の
武
装
統
一
を
拒
否
し
、
結
ば
れ
た
協
定
は
軍
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
四
四
（記）
ル
シ
チ
ョ
フ
代
表
団
に
、
毛
は
モ
ン
ゴ
ル
問
題
を
提
起
し
た
。
そ
の
後
の
中
ソ
対
立
は
こ
の
問
題
を
激
化
さ
せ
た
。
な
か
で
も
六
六
年
一
月
、
激
化
す
る
中
ソ
対
立
を
背
景
に
、
ソ
連
は
モ
ン
ゴ
ル
人
民
共
和
国
と
「
友
好
協
力
相
互
援
助
条
約
」
を
結
ん
だ
。
こ
れ
は
ソ
連
の
中
国
へ
の
警
告
と
い
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
モ
ン
ゴ
ル
併
合
論
は
ソ
連
側
に
も
あ
っ
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
時
代
に
「
あ
る
も
の
」
が
モ
ン
ゴ
ル
共
和
国
の
ソ
連
へ
の
加
盟
（駒）
に
傾
い
た
、
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
実
は
ブ
レ
ジ
ネ
フ
自
身
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
、
補
佐
官
は
証
言
し
て
い
る
。
親
ソ
派
の
ツ
ェ
デ
に傾いた、と指摘している。これは実は一
ン
バ
ル
も
さ
す
が
に
こ
れ
に
賛
成
し
な
か
っ
た
。
第
三
は
、
朝
鮮
で
の
五
三
年
の
停
戦
協
定
後
も
、
い
な
そ
れ
以
前
か
ら
、
ソ
連
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
と
の
関
係
は
、
同
盟
関
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じ
っ
は
締
結
は
、
中
ソ
関
係
の
密
か
な
悪
化
を
う
け
て
、
五
八
年
に
金
日
成
が
対
ソ
関
係
改
善
を
「
切
に
要
請
」
し
た
た
め
（
ト
ヵ
チ
ェ
ン
コ
）
で
あ
っ
た
。
。
こ
れ
に
は
中
国
人
民
志
願
軍
の
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
か
ら
の
撤
兵
問
題
が
絡
ん
で
お
り
、
毛
沢
東
、
（弱）
周
恩
来
が
、
朝
鮮
統
一
へ
の
支
援
に
消
極
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
遠
因
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
う
し
て
金
曰
成
は
、
そ
れ
ま
で
多
く
を
頼
っ
た
中
国
へ
の
関
係
を
見
な
お
し
、
ソ
連
へ
と
変
針
す
る
。
五
九
年
に
は
ソ
朝
同
盟
条
約
の
署
名
が
予
定
さ
れ
た
。
し
か
し
こ
れ
は
延
（詔）
期
さ
れ
、
六
○
年
九
月
に
予
定
さ
れ
た
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
平
壌
訪
問
も
さ
重
り
に
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
こ
う
し
て
六
一
年
に
結
ば
れ
た
朝
ソ
の
同
盟
条
約
で
は
、
同
盟
国
は
一
方
が
ど
こ
か
の
国
に
軍
事
攻
撃
を
受
け
た
と
き
に
は
、
直
ち
に
（碗）
相
互
に
軍
事
援
助
と
支
持
を
お
こ
な
う
、
と
も
規
定
さ
れ
た
。
日
本
と
そ
の
支
持
国
を
対
象
と
す
る
中
ソ
間
の
同
盟
条
約
や
、
ド
イ
ツ
を
仮
想
敵
国
と
し
た
東
欧
諸
国
と
ソ
連
の
同
盟
条
約
と
は
違
っ
て
相
手
国
は
特
定
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
意
味
で
ソ
連
が
締
結
し
た
同
盟
条
約
の
中
で
も
異
色
で
あ
っ
た
。
ま
た
攻
撃
と
同
時
に
直
ち
に
同
盟
関
係
が
生
じ
る
、
と
い
う
自
動
的
な
性
格
で
も
特
異
で
あ
っ
た
。
し
か
も
さ
ら
に
奇
妙
な
こ
と
が
あ
る
。
ソ
連
に
対
し
て
同
様
、
北
朝
鮮
は
こ
の
直
後
の
一
一
日
、
同
じ
呼
称
の
同
盟
条
約
を
中
国
と
の
間
で
締
結
し
て
い
る
。
つ
ま
り
朝
ソ
、
中
朝
の
同
盟
関
係
は
こ
う
し
て
完
成
し
た
か
に
み
え
る
。
け
れ
ど
も
朝
ソ
関
係
を
担
当
し
、
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
期
の
同
盟
関
係
の
交
渉
経
過
を
書
い
た
ト
カ
チ
ェ
ン
コ
に
よ
れ
ば
、
（詔）
中朝条約締結の予定を金日成はモスクワには全く知らせることなくなされた、という。同様にフルシチョフは朝ソ同
盟締結時、同時進行のケネディ政権との間で米ソ関係が平和共存となったらこの同盟条約は無効となる、とも北側に
言
っ
た
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
は
ス
タ
ー
リ
ン
よ
り
も
同
盟
を
重
視
す
る
と
発
言
し
た
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
信
頼
関
係
な
き
同
盟
条
約
交
渉
盟締結時、
言った。一（調）
であった。
し
か
も
中
ソ
対
立
の
中
で
、
朝
ソ
関
係
は
い
っ
そ
う
こ
じ
れ
た
。
六
二
年
末
に
は
ソ
連
か
ら
の
武
器
援
助
問
題
が
生
じ
た
。
フ
ル
シ
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
四
五
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法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
四六
チョフは信用供与での武器購入を要求したため交渉は中断、また交渉中に北側は自前の軍備強化を決議したため、朝
（帥）
ソ外交は実は「関係断絶寸前」までいったという。また六二年には核技術提供をめぐって朝ソ関係はさらに悪化する。
と
く
に
金
日
成
が
平
和
統
一
を
あ
き
ら
め
武
力
統
一
を
実
施
し
よ
う
と
し
た
六
○
年
代
後
半
、
こ
と
に
六
八
年
は
朝
鮮
半
島
で
は
戦
争
寸前であったことが明らかになった。これに伴って朝ソ関係もまたさらに悪化する。武力紛争に巻き込まれることを
（剛）
危
倶
し
た
ブ
レ
ジ
、
ネ
フ
指
導
部
は
六
七
年
末
、
同
盟
条
約
を
よ
り
限
定
的
に
再
定
義
す
る
。
こ
の
直
後
に
起
き
た
プ
ェ
ブ
ロ
事
件
と
い
う
危
機
が
朝
ソ
関
係
を
い
っ
そ
う
決
定
的
に
段
損
す
る
。
実
際
六
八
年
一
月
、
金
曰
成
は
同
盟
条
約
に
基
づ
い
て
「
戦
争
と
な
っ
た
場
合
、
ソ
連
か
ら
軍
事
援
助
」
を
要
求
し
た
。
こ
の
プ
ェ
ブ
ロ
事
件
で
は
、
ソ
連
は
ア
メ
リ
カ
側
か
ら
情
報
を
得
て
い
た
始
末
で
あ
っ
た
。
一
九
七
○
’
七
一
年
に
も
ソ
連
と
北
朝
鮮
と
の
関
係
は
緊
張
し
た
。
他
方
で
モ
ス
ク
ワ
が
韓
国
と
の
関
係
改
善
を
最
初
に
考
え
た
の
は
、
七
○
年
、
北
と
の
同
盟
一
○
周
年
を
前
に
し
て
で
あ
っ
た
、
と
い
う
。
朝
ソ
同
盟
条
約
の
裏
側
と
は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
実
態
か
ら
い
え
ば
同
盟
関
係
は
経
済
関
係
な
ど
で
優
遇
措
置
は
あ
っ
た
（唾）
も
の
の
名
存
実
亡
に
近
か
っ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
の
統
治
党
、
各
国
共
産
党
と
ソ
連
共
産
党
と
の
あ
い
だ
に
は
、
六
’
八
○
年
代
に
は
モ
ン
ゴ
ル
や
ベ
ト
ナ
ム
、
ラ
オ
ス
を
の
ぞ
いて良好な関係はなかった。言うまでもなく中ソ対立の影響であった。
逆説的だが、中国共産党がソ連共産党との関係が悪化したのは、ソ連共産党が少なくとも形式的には、各国の政権
についた共産党との関係を整序しようと試みた五○年代後半の時期であった。
４
ソ
連
と
北
東
ア
ジ
ァ
ー
こ
じ
れ
る
党
関
係
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周
知
の
よ
う
に
、
ス
タ
ー
リ
ン
期
に
は
共
産
党
相
互
の
関
係
は
ま
っ
た
く
非
対
称
だ
っ
た
。
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
の
五
三
年
三
月
か
ら
変
化
が
生
じ
だ
し
た
。
外
国
共
産
党
と
の
関
係
の
担
当
部
門
は
、
中
央
委
員
会
で
は
小
委
員
会
か
ら
部
に
昇
格
し
、
ス
ー
ス
ロ
フ
、
ポ
ノ
マ
リ
ョ
フ
書
記
が
責
任
者
と
な
っ
た
。
五
五
’
五
七
年
に
は
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
も
あ
っ
て
、
さ
ら
に
大
き
な
変
動
が
各
国
共
産
党
相
互
の
間
に
起
き
た
。
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
を
も
資
本
主
義
部
に
お
く
と
い
っ
た
ス
タ
ー
リ
ン
・
モ
ロ
ト
フ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
世
界
か
ら
よ
う
や
く
脱
却
し
、
五
七
年
ま
で
に
社
会
主
義
国
の
共
産
党
担
当
部
門
（
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
書
記
）
と
第
三
世
界
や
資
本
主
義
を
担
当
す
る
国
際
部
（田）
（ポノマリョフ書記）とが明確に区別されるにいたったのである。なかでも一別者の初代部長はユーリー・アンドロポ
フであって、保守派哲学者のスースロフらの影響する国際部よりも相対的に改革的、正確には現実主義的であった。
な
か
で
も
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
は
、
中
ソ
論
争
で
の
毛
沢
東
の
教
条
主
義
批
判
で
、
モ
ス
ク
ワ
の
知
識
人
で
の
評
判
は
良
か
っ
た
。
こ
う
し
て
東
方
世
界
と
の
共
産
党
の
関
係
は
、
よ
う
や
く
五
五
年
末
に
な
っ
て
ソ
連
共
産
党
に
「
東
方
の
人
民
共
和
国
と
の
関
係
」
課
が
で
き
た
。
し
か
し
こ
こ
に
は
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
朝
鮮
、
と
い
っ
た
社
会
主
義
圏
だ
け
で
な
く
な
ぜ
か
日
本
共
産
党
の
関
連
資
料
も
（晩）
扱
っ
た
と
い
う
。
五
六
年
に
は
こ
れ
に
ベ
ト
ナ
ム
が
入
っ
て
「
東
方
人
民
共
和
国
と
日
本
課
」
と
な
っ
た
。
だ
が
五
六
年
の
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
以
降
、
中
国
は
ソ
連
共
産
党
と
の
関
係
は
深
刻
に
な
っ
た
。
両
党
は
大
曜
進
や
核
技
術
提
供
問
題
な
どを通じむしろ対立を深め、そしてついには六○年の公開論争にいたる。さらに文化大革命から中ソの武力衝突にい
（節）
た
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
最
近
で
は
ク
リ
ク
の
内
部
資
料
に
基
づ
く
記
述
が
詳
し
い
。
中
国
は
ソ
連
の
覇
権
主
義
を
、
ソ
連
は
中
国
の
毛
沢
東
主
義
を
攻
撃
す
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
、
朝
鮮
労
働
党
の
自
立
を
促
進
し
、
ま
た
日
本
共
産
党
の
独
自
の
動
き
に
つ
な
が
っ
て
い
／●、。中ソ
対
立
は
つ
い
に
社
会
主
義
圏
相
互
の
武
装
対
立
に
至
っ
た
。
中
国
は
ソ
連
の
覇
権
主
義
批
判
か
ら
米
国
と
の
接
近
と
い
う
戦
略
的
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
四
七
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ソ
連
は
対
外
観
を
め
ぐ
っ
て
、
深
刻
な
分
裂
と
密
や
か
な
内
部
論
争
を
経
験
す
る
。
一
部
に
は
七
○
年
代
、
デ
タ
ン
ト
の
も
と
で
ソ
連
の
第
三
世
界
へ
の
戦
略
的
進
出
が
、
新
冷
戦
を
も
た
ら
す
も
の
と
い
う
考
え
が
西
側
で
は
あ
っ
た
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
脱
植
民
地
化
や
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
介
入
は
こ
の
疑
惑
を
増
幅
し
た
。
し
か
し
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
の
Ｇ
・
ロ
ズ
マ
ン
ら
の
仕
事
も
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
中
ソ
論
争
、
対
中
批
判
は
、
毛
沢
東
主
義
批
判
、
ア
ジ
ア
的
生
産
様
式
や
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
な
ど
と
も
か
ら
み
、
ソ
連
知
識
人
が
イ
ソ
ッ
（師）
プの一一一百葉でソ連体制への批判的考察を深めていった側面も見逃せない。
か
っ
て
ソ
連
の
同
盟
者
と
し
て
利
用
も
し
た
第
三
世
界
で
の
左
翼
急
進
主
義
は
、
毛
沢
東
主
義
の
変
種
で
あ
る
と
し
て
、
対
中
認
識
の
変
化
と
と
も
に
、
世
界
認
識
は
、
特
に
専
門
家
や
イ
デ
オ
ロ
ー
グ
・
レ
ベ
ル
で
急
速
に
転
調
し
だ
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
研
究
者
ハ
ブ
や
フ
（郷）
クャマも指摘し、共産党国際部の専門家ブルテンッも最近証一一一国したように、ソ連には独自の第三世界論も戦略も実は
（的）
なかった。むしろソ連の政策ブレーン達は、中国のよ・っに社会主義の基盤のないところで左派急進主義政権ができる
こ
と
の
も
た
ら
す
危
険
性
を
指
摘
し
始
め
た
。
か
わ
り
に
プ
リ
マ
コ
フ
ら
ソ
連
の
ア
ジ
ア
専
門
家
ら
は
、
慎
重
だ
が
、
相
互
依
存
論
を
採
用
、
ソ
連
の
孤
立
か
ら
の
脱
却
と
国
際
化
を
（、）
進一一一一□していた。韓国やシンガポールのようなＮＩＥＳの台頭は、旧来のレーニン主義的世界認識からは理解不可能で
あ
っ
た
。
他
方
で
専
門
家
の
忠
告
を
無
視
し
た
七
九
年
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
介
入
は
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
、
グ
ロ
ム
イ
コ
ら
が
短
期
解
決
を
主張した結果であったが、一万四○○○人の犠牲とソ連のアメリカ、中国を含む関係の悪化に貢献しただけであった。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
四八
転換にいたる。当時ソ連共産党国際部にいた改革派（のちのゴルバチョフ補佐官）チェルニャェフの回想は、この米
（髄）
中接近があたえたモスクワへの衝撃を証一一一一□している。二つの戦線での対時という一一一○年代、四○年代の悪夢が再現し
か
ね
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
改
革
政
権
の
登
場
は
、
東
側
世
界
と
の
関
係
改
善
、
何
よ
り
冷
戦
終
焉
に
大
き
な
貢
献
と
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
ア
ジ
ア
で
は
中
国
と
は
八
○
年
代
は
じ
め
か
ら
の
静
か
な
関
係
改
善
が
さ
ら
に
加
速
さ
れ
て
い
た
側
面
も
見
逃
せ
な
い
。
八
六
年
の
ゴ
ル
バ
チョフによるウラジオストック宣言で、ソ連は中国の要求する一一一大障害への一応の対応を示し、和解を模索する。さ
ら
に
は
八
八
年
の
ク
ラ
ス
ノ
ャ
ル
ス
ク
発
言
で
も
こ
れ
を
具
体
化
す
る
。
も
っ
と
も
八
九
年
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
問
は
天
安
門
の
悲
劇
を
引き起こした。モンゴルは、東欧革命に似た体制の変動が八九年以降顕著となった。他方これに対応できない朝鮮民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
ま
す
ま
す
孤
立
を
深
め
た
。
九
○
年
前
後
に
わ
ず
か
に
あ
っ
た
首
都
の
知
識
人
や
学
生
運
動
は
抑
圧
さ
れ
た
。
な
ぜ
、
ソ
連
の
東
側
で
は
、
八
九
年
東
欧
の
よ
う
な
市
民
革
命
は
な
か
っ
た
の
か
。
市
民
社
会
の
よ
わ
さ
と
い
っ
た
社
会
樹
造
の
差
異
を
お
い
て
、
ソ
連
側
の
動
機
付
け
、
ま
た
手
段
を
考
え
る
と
、
ソ
連
は
東
方
の
社
会
主
義
国
に
対
し
て
は
直
接
の
影
響
行
使
の
手
段
に
か
け
て
い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
東
欧
と
の
関
係
で
は
、
直
接
の
挺
子
が
あ
る
社
会
主
義
共
同
体
諸
国
に
は
、
モ
ス
ク
ワ
の
変
動
、
自
由
化
は
た
だ
ち
に
東
欧
の
政
治
変
動
を
も
た
ら
し
た
。
戦
後
ソ
連
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
（
下
斗
米
）
四
九
冷
戦
期
の
ソ
連
で
も
ス
タ
ー
リ
ン
死
後
こ
の
よ
う
な
多
く
の
犠
牲
者
は
出
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。
改
革
は
必
至
で
あ
っ
た
。
逆
に
中
国
の
近
代
化
は
、
七
○
年
代
末
、
中
国
の
四
つ
の
現
代
化
は
中
ソ
関
係
に
あ
る
展
開
を
与
え
た
。
晩
年
の
ブ
レ
ジ
ネ
フ
指
導
部
は
、
八
二
年
に
も
中
ソ
和
解
を
タ
シ
ヶ
ン
ト
演
説
で
応
じ
た
。
中
国
の
農
村
改
革
は
農
業
担
当
書
記
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
よ
う
な
人
物
の
関
心をひいたであろう。ソ連でもアジア、中国認識のパラメーターは急旋回しだした。もっとも指導部交代で八五年ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
が
登
場
す
る
ま
で
は
表
面
上
は
進
展
が
な
か
っ
た
。
５
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
と
そ
れ
以
後
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Ⅲ
中
国
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
政
権
の
登
場
で
中
ソ
関
係
に
は
変
化
が
生
じ
た
。
八
五
年
李
鵬
首
相
は
は
じ
め
て
ソ
連
を
社
会
主
義
と
特
徴
づ
け
た
。
も
っ
と
も
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
回
想
は
、
こ
の
点
で
中
国
に
奇
妙
な
沈
黙
が
あ
る
。
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
の
対
中
政
策
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
農
業
党
担
当
者
と
し
て
都
小
平
の
成
功
に
は
な
ぜ
か
ふ
れ
て
い
な
い
。
ブ
レ
ジ
ネ
フ
政
権
当
時
、
中
国
担
当
の
党
書
記
は
保
守
派
の
ラ
フ
マ
ー
ー
ー
ン
で
あ
り
、
ポ
リ
ソ
フ
や
ウ
ラ
ジ
ミ
ロ
フ
名
で
中
国
批
判
の
論
文
を
か
い
た
。
し
か
し
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
期
に
な
り
、
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
系
の
改
革
派
が
入
り
、
社
会
主
義
国
担
当
書
記
に
は
改
革
派
の
経
済
学
者
ワ
ジ
ム
・
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
と
な
っ
た
。
八
六
年
八
月
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
よ
る
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
宣
言
は
、
中
国
の
提
起
し
た
和
解
へ
の
三
大
障
害
（
モ
ン
ゴ
ル
、
ア
フ
ガ
（Ⅶ） 
ニ
ス
タ
ン
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
）
に
回
答
を
与
え
た
。
中
ソ
関
係
は
、
和
解
へ
と
転
轍
し
だ
し
た
。
モ
ン
ゴ
ル
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
ソ
連軍撤退、ベトナム撤兵によるカンプチァ問題の解決は中国の主張に沿ったものであった。八八年九月にはクラスノ
ャルスクで対中改善を呼びかけた。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
五○
しかし北東アジア側の共産党権力は、モスクワが正当性の根拠であったわけでなく、独自性の強い権力であった。
友好価格に基づく石油、エネルギー、また武器といった交易手段をのぞくと、何よりも安全保障のための軍事機構、
同
盟
関
係
、
ま
た
統
治
党
と
の
関
係
、
と
い
っ
た
挺
子
も
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
自
立
を
主
張
す
る
東
の
社
会
主
義
国
を
ソ
連
が
動
か
す
に
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
変
動
域
が
な
か
っ
た
。
ソ
連
共
産
党
と
中
国
共
産
党
と
は
八
九
年
に
よ
う
や
く
関
係
改
善
に
乗
り
出
し
た
。
し
か
し
半
年
後
に
は
、
ソ
連
は
共
産
党
の
指
導
的
役
割
を
放
棄
し
た
。
こ
う
し
て
、
ソ
連
の
改
革
と
崩
壊
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
東
方
で
は
余
り直接の変化はなかったのである。
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②
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
他
方
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
は
、
中
国
の
四
つ
の
現
代
化
に
批
判
的
と
な
る
。
中
ソ
の
間
を
行
き
来
す
る
伝
統
的
や
り
方
に
従
っ
て
、
八
○
年
代
後
半
に
は
ソ
連
傾
斜
に
乗
り
出
し
、
八
六
年
秋
の
訪
ソ
は
金
日
成
自
身
の
主
導
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
交
渉
に
携
わ
っ
た
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
書
記
は
、
金
日
成
が
ロ
シ
ア
語
を
解
し
、
自
由
に
思
考
す
る
こ
と
に
驚
い
た
と
回
想
す
る
。
し
か
し
同
時
に
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
や
米
ソ
関
係
の
変
化
を
指
摘
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
条
的
反
応
に
と
ど
ま
っ
た
。
黄
書
記
ら
は
「
社
会
主
義
の
東
の
戦
後
ソ
連
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
（
下
斗
米
）
五一
しかし八九年五月のゴルバチョフの北京訪問は、政治改革優先のゴルバチョフ改革への中国知識人の支持を高めた
が
、
都
小
平
ら
は
農
村
改
革
の
成
果
を
背
景
に
こ
れ
を
無
視
し
、
天
安
門
事
件
の
よ
う
に
抑
圧
し
た
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
訪
問
が
、
東
ド
イ
ツ
や
ル
ー
マ
ー
ー
ァ
の
よ
う
な
展
開
に
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
ソ
連
側
に
は
挺
子
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
政
治
優
先のソ連型改革と、経済優先の中国改革とでは、両国の社会構造に多くの原因があるが、市場経済移行と民主化の課
題
が
い
か
に
難
し
い
か
を
物
語
る
。
モ
ス
ク
ワ
に
も
権
威
主
義
体
制
で
市
場
移
行
と
開
発
独
裁
を
行
う
と
い
う
主
張
は
、
今
日
に
至
る
中
国
型
改
革
へ
の
モ
ス
ク
ワ
の
中
道
保
守
系
の
根
強
い
共
感
を
示
し
て
い
る
。
八
○
年
代
末
か
ら
の
中
ソ
、
中
ロ
の
デ
タ
ン
ト
は
、
極
東
国
際
環
境
を
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
変
え
た
。
な
か
で
も
中
国
と
ロ
シ
ア
は
、
長
年
の
懸
案
で
あ
る
中
ソ
国
境
を
八
七
年
に
は
取
り
組
み
だ
し
、
二
段
階
に
分
け
て
解
決
し
た
。
九
一
年
五
月
、
ハ
パ
ロ
ス
ク
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
島
の
問
題
を
棚
上
げ
す
る
こ
と
で
東
部
を
解
決
し
、
九
四
年
九
月
に
は
、
江
沢
民
が
モ
ス
ク
ワ
訪
問
時
に
西
部
国
境
合
意
を
み
、
解
決
し
た
。
中
ロ
は
彼
ら
の
冷
戦
を
ス
マ
ー
ト
に
終
焉
さ
せ
た
。
幻
想
な
き
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
は
二
○
○
｜
年
の
中
ソ善隣友好協力条約となって結実した。
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後
を
歩
く
」
（
中
連
部
蝕
韓国を国家承認する。
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
五二
砦
」
北
朝
鮮
へ
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
訪
問
を
願
っ
た
。
だ
が
、
彼
ら
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
に
説
く
な
ど
全
く
（ね）
国際感覚を欠如していたという。
ソ
連
は
す
で
に
六
○
年
代
末
ま
で
に
、
社
会
主
義
国
へ
の
個
別
的
な
接
近
法
を
取
り
始
め
て
い
た
。
同
時
に
、
韓
国
に
民
主
化
が
起
き
た六○年初めには、朝鮮半島では武力統一はできない、と言う形で、二つの国家の存在を事圭〈上認める動きがあった。
〈ね）
七
○
年
五
月
に
は
、
ソ
連
側
は
北
側
に
同
盟
条
約
一
○
周
年
を
ま
》
え
に
、
政
策
転
換
を
す
す
め
て
い
た
。
ソ
連
の
韓
国
承
認
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
以
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
長
い
過
程
が
あ
る
。
社
会
団
体
と
の
交
流
は
七
三
年
か
ら
始
め
ら
れ
、
ま
た
ア
ン
ド
ロ
ポ
フ
期
に
は
、
ソ
連
代
表
が
平
壌
か
ら
の
圧
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
ソ
ウ
ル
で
の
列
国
議
会
同
盟
会
議
に
出
席
し
た
、
【
シ
９
ｓ
事
件
で
そ
の
後
停
滞
す
し
た
が
っ
て
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
期
の
対
朝
鮮
半
島
接
近
は
こ
の
過
程
を
進
め
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
ソ
連
の
八
八
年
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピック参加は当然の結果であったが、平壌の面目のため同時に青年祭開催への参加が並行して進められた。韓国との
関係改善はこうして加速した。八八年には学者の発言だけでなく、共産党政治局も対韓政策の転換を示唆する。そう
（洞）
したう一えで九○年九月の国交回復に乗り出した。中国共産党もまた、対朝鮮政策では、八○年代後半に「ソ連の二歩
後を歩く」（中連部幹部）と言う形で同一軌道を取り出したことも重要であった。実際中国は二年後の一九九二年に
るが。もっとも八八年の共同声明では、ソウルとモスクワの接触拡大にはふれながら、韓国承認のつもりはないと、シェ
（だ）
ワルナッゼ外相は彼特有の情緒にかられ書き込んだ、と同席したソ連大使カプトの回想録は言う。それもあってソ連
の韓国承認は北側指導者を感情的にし、金曰成は外相会見すら拒否した。朝鮮民主主義人民共和国はソ連側の約束連
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中□関係は、ゴルバチョフ期にはじまった着実な関係改善に進んだ。九一年には東部の国境線画定が合意された。
九四年には江沢民主席が訪問して西部国境でも合意した。エリッィン政権当初あった急激な西側志向が後退、その潮
流である大西洋主義のコーズイレフ外相が去り、九六年一月、かわりに東方問題専門家のプリマコフが全方位的な、
（両）
ユーーフシァ外交をひっさげて登場したことが大きい。プリマコフはＮＡＴＯ東方拡大に対する批判的な潮流を受け、
戦後ソ迎の北東アジア政策（下斗米）
五
三
シ
ァ
は
、
国
家
の
崩
壊
の
《
と認める状況であった。
反、度重なる同盟条約違反を指摘し、金永南外相はその無効すら宣言した。同時に、核不拡散条約からの脱退をもソ
（巧）
連
に
一
不
し
た
。
北
は
ソ
連
側
の
行
動
は
社
会
主
義
体
制
の
崩
壊
に
門
戸
を
開
く
と
な
じ
っ
た
、
と
い
う
。
一九九一年のソ連崩壊は、アジアに大きな影響を与えた。しかし多くの挺子と負債をせおった東欧とは異なって、
ソ連はこの地に赤軍を置いていたわけでもなく、軍事的コミットも安全保障の利害も少なかった。むしろ、北東アジ
アの社会主義国は、それぞれ独自の道を選んだ。モンゴルのような民主化を行うか、あるいは中国のように経済成長
を
党
支
配
の
正
当
化
に
使
う
か
、
あ
る
い
は
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
よ
う
に
抑
圧
手
段
で
冷
戦
後
最
大
の
政
治
危
機
を
乗
り
切
っ
た
か
に
み
え
た
。
お
わ
り
に
一
九
九
一
年
一
二
月
の
ソ
連
崩
壊
は
、
ア
ジ
ア
に
も
巨
大
な
影
響
を
与
え
た
。
巨
大
な
社
会
主
義
大
国
は
崩
壊
し
、
エ
リ
ッ
ィ
ン
の
ロ
〃は、国家の崩壊のなか、民主化や市場経済への移行を行ったが、その成果は、プーチン大統領が中国の五分の一
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朝
鮮
半
島
に
つ
い
て
は
、
エ
リ
ッ
ィ
ン
、
コ
ー
ズ
イ
レ
フ
外
相
の
対
応
は
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
期
以
上
に
冷
や
や
か
で
あ
っ
た
。
九
五
年
八
月にロシアは北朝鮮との同盟条約を破棄したが、かわりに新条約案を提起した。プリマコフ外相時代以降関係修復に
のりだし、とくにプーチンは、沖縄サミット直前、ソ連期を含めてはじめての首脳の訪朝を行った。朝ソ友好同盟条
約に変わる、善隣友好条約も○○年一月に締結され、イワノフ外相によれば、「相互関係は一○年間の冷却に終止符
二
○
○
一
年
の
９
八（ね）
関
係
に
至
っ
て
い
る
。
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東方外交重視に転じたが、これはユーラシア主義と呼ばれた。同時に国際政治での多極主義を主張、インド、中国、
日
本
な
ど
と
と
も
に
ア
メ
リ
カ
一
元
主
義
へ
の
牽
制
を
は
か
っ
た
。
プ
リ
マ
コ
フ
の
多
極
主
義
は
、
プ
ー
チ
ン
政
権
初
期
に
も
受
け
継
が
れ
ロ
シ
ア
の
公
式
文
書
、
二
○
○
○
年
一
月
の
「
安
全
保
障
の
概
（犯）
念」や、再版の軍事ドクトリン（四月）、そしてロシア外交の概念（七月）にも取り入れられた。同時に中国の国際
政治学者にも大きな影響を与えたが、それはコソポ紛争でユーゴスラビアの中国大使館がＮＡＴＯの爆撃をうけた九
九
年
五
月
に
頂
点
に
達
し
た
。
ア
メ
リ
カ
の
一
極
支
配
に
対
す
る
中
ロ
の
擬
似
的
同
盟
が
出
来
た
か
に
恩
わ
れ
た
。
正式には中ロは九六年六月に協力のための戦略的パートナーシップをむすぶ。さらには二○○一年七月には江沢民
が
訪
口
し
、
先
に
も
指
摘
し
た
善
隣
友
好
協
力
条
約
を
結
ん
だ
。
な
か
で
も
中
央
ア
ジ
ア
、
ロ
シ
ア
と
の
安
全
保
障
対
話
機
構
で
あ
る
九
六
年
の
「
上
海
フ
ァ
イ
ブ
」
の
形
成
は
、
中
国
が
唯
一
加
わ
っ
た多国間安全保障機構でもあった。九七年にはアジアのテロ問題にとり組み、二○○｜年には協力機構と改称した。
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
も
加
盟
し
た
。
こ
の
よ
う
な
中
ロ
関
係
は
、
九
九
年
の
よ
う
な
反
米
的
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
示
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
逆
に
二○○一年の９．Ⅱ同時テロ事件以降は、ロシアが対米関係を改善していることもあり、比一稼的クールな、冷戦後の
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（帥）
を打った」。新条約は国連憲章の目的、原則を尊重し、特定の第一一一国に向けられた３℃のではない。
ベルリンの壁の倒壊とソ連崩壊から一○年余、東アジアは、こうして半世紀を経てようやく冷戦終焉の第二幕を迎
えつつある。二○○二年九月に調印された日朝平壌宣言がこの過程を加速するものなのかは未だ判然としないが。
￣、 ￣、
ｕｌ富旦
、
（１）」○ゴロ好目「一ｍの且昌⑪・二衛劃Ｃ巳曹◎貝禿亀童詩萱困ｇ氏ミミ雷忽。ご・。×『。ａ」②笥七・望。
（２）⑫一ｍ》】ロ】【ごｏｌｏＱ二ｍ］画く。『ご口ごシ［。。』垣②鱒切｛四一一口の丙◎の□⑩の『画三一の二①【す。一．曰弓。｛ご◎一己］・『四声【『『媚】百．一の暁学』②中⑫一○『。
（３）シ・の日冒］戸Ｐシ目一．『一一○『○臼］宍。・三・》己君も．怠・
（
４
）
石
井
明
『
中
ソ
関
係
の
研
究
』
東
大
出
版
会
、
’
九
○
○
年
、
中
ソ
の
党
の
関
係
を
兄
弟
、
父
子
と
い
っ
た
対
比
で
し
め
す
関
係
は
、
四
九
年
一
月
に
中
国
を
秘
密
訪
問
し
た
ミ
コ
ャ
ン
と
毛
沢
東
と
の
交
渉
に
も
出
て
く
る
。
ミ
コ
ャ
ン
は
こ
の
よ
う
な
表
現
を
東
洋
的
策
謀
と
み
て
い
た
。
シ
・
三
・
Ｆ
の
』
ｏ
鼠
冨
・
印⑫切宛】⑫冨一ごく⑫臣○．可塑【写【『薗留、亨之『．。】②や②．
〈５｝こ・三⑪②ヨ］言ご愚○．貢｝『胃§＆“＆詩ご菖愚２劃ご》○瀦３己．】忠②もつ・鴎Ｉ①』．
（
６
）
た
と
え
ば
、
中
ソ
同
盟
条
約
交
渉
で
、
旅
順
港
の
租
借
の
よ
う
な
不
平
等
条
約
を
ソ
迎
側
が
押
し
つ
け
、
中
国
が
抵
抗
し
た
も
の
の
押
し
切
ら
れ
た
、
と
い
っ
た
解
釈
（
た
と
え
ば
中
央
公
論
新
社
、
世
界
の
歴
史
『
冷
戦
と
経
済
繁
栄
』
）
は
典
型
で
あ
る
が
、
じ
っ
は
こ
の
問
題
で
は
ソ
巡
側
（
ミ
コ
ャ
ン
）
が
不
平等を取り除こうと四九年にも提案したしたものの、中国側が、旅順からのソ連軍撤退はアメリカを利するだけだからと毛沢東らが駐
留を望んだ、というのが真実である。Ｆの。。くい百．】ず苞・口忌．
（７）シ・閂Ｃ『百コｃく・圏恩８．目ご回『。ご際云ｃ『鳥三一云。。『勇二器ロー］』麗頤。。。『》三・・旨ｇ下斗米伸夫、金成浩訳『馴騨戦争の謎と典
（８）下斗米伸夫『ソ連・党が所有した国家』講談社、二○○二年、’二七頁、この文誓では、日本占領は英米の役割であり、千島と南
サハリンとを交渉でソ連が得るとあったが、朝鮮半島にはふれてない。
（９）この点では故ポリス・スラビンスキーの著作、高橋他訳『日ソ中立条約』岩波、一九九六年、加藤訳『日ソ戦争への道』、共同通
実
』
草
思
社
、
二
○
○
一
年
⑪〔Ｃ８『。汚く①⑪巳⑪三Ｃ］。Ｓ耳冒・三・・】ｇ］も』』》下斗米伸夫「ソ迎・党が所有した国家』鯛談社選脊、二○○一一年、一三四’三五
戦
後
ソ
辺
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
〈
下
斗
米
）
五
五
一九九九年
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（皿）この満州の中国革命での特殊性、「満州でのソ迎正の解軽必有的役割」は、中ソ対立時ソ辿側文密でよく見られた見解であるが、朝
鮮戦争から中ソ対壹立、文化大革命をつうじて今日改めて検柾されるべき課題であろう。○・ｍｏ１ｍＣぐ》の。『の厨冨印◎冒鯛一三目】Ｎ百回目
『のご◎一百回。：四百冨圃一℃台とＰ三・．｝召沖シ・冒・Ｐ８Ｃぐ⑪蚕一・国圃厨百国凹已。］言百ｍ豊鈩】の。『の厨百百ｓ□一○日呉】園・＄だ‐農。三・・
乞団ｏ冨已・←．なお、’九五○年の中ソ同盟条約のために毛の訪ロから遅れて派遺された周恩来ら政府代表団もまたほとんど満州の政
府代表者であって、満州の新中国での比亜の高さと優位さとは客観的であった。Ｆ８ｃ扇冨．。◎・」亀・
（皿）下斗米伸夫『ソ連・党が所有した国家』、二○○二年、一二八頁
（旧）このミコャンの派遮は、ひとつには国民党が英米とともにスターリンに内戦停止と平和への圧力をかけたこと、また中国共産党が
革命後は党独裁を主張していたことが背景にある（レドフスキー、五六頁）。一何井『繭掲欝』第八章、中国側資料の一部は、揚子江以
南
を
ミ
コ
ャ
ン
が
攻
撃
す
る
な
と
迫
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
（ｕ）三．②．【息冒四．三ｍ§己鼻声目『四］｜の］『巴昌・冨・・ロ・念。なお、毛沢東は朝鮮との関係で高を重視した。四九年七月の劉少奇代表団の訪
ソ時、蔚州をソ連の第一七番目の共和国にすべきであるとソ連政治局で不規則発言をおこなって、中ソ間と、中園答へ内部で問題を起こ
す。釦鰹雛戦争後は粛滴されることになった。
（嘔）酎製擁誠『毛沢東与斯大林こ一九九三年、’八頁、師哲回想によればモロトフが、毛による初の訪ソ時の四九年末、マルクスの資本
論を読んだかと聞いたが、毛は読んでないと率直に答えたという。
（肥）下斗米『ソ連・党が所有した国家』講談社、二○○二年、一五○頁
（Ⅳ）和田議樹『北朝鮮』一九九八年、六三頁（『毎日新聞』九三年二月二六日）
（旧）「砲円園呂の『鳧。．【。『の】の国】ロ◎百．２『。くど□（①３の『幻◎閉『】・三’画ｇＰｐ・］』・
（⑲）剛示窒司とスターリンとの会談で劃が火器、航空機の供給を求めた時、スターリンは、以下のように答えたとソ辿外交官カピッッァ
も回想に轡いている。三・ｍ・【砂凰［患も・鳶Ｆｃ８くぃ嵐も・忠・第二次大戦によって、ソ辿経済は鍍牲を受け、西部国境からウラルまで荒
廃した、ソ連の軍富者愈淫が香港と台湾の解放に向かえば米国との対立は避けられず、世界大戦の口実となる、ロシア国民はこれを許さ
な
い
だ
ろ
う
、
と
ス
タ
ー
リ
ン
は
答
え
た
。
〈卯）スターリンはいぜんとして日本軍国主望薦陛沽をおそれた。他方アメリカ軍は弱いと見た。朝鮮戦争でも対米関淳聯繊持は至上命題で
あった。一心斗米麺仰夫「戦争と同掴一の舞台裏」（解説、トルクノフ『駅坪雛戦争の謎と真雪匡二、〔）一年一六頁）。
頁
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（幻）ご・Ｎ巨頁）声色目○・勺一用冒穴Ｃぐ・冒堕莨日意穴忍ョ冒吋ｎ．亘惠旬「・・四四『ぐ②『ｇ乞患も・の』・
（犯）トルクノフの別の論文によれば、五○年前半スターリンは金に二度会っている。一度目は戦略を練り直すべしと突き返した。しか
し二度目は、幾人かの政治家と軍人が金日成の案に賛成した。また五月に協議した毛が支持したため、スターリンも参戦支持に傾いた、
戦
後
ソ
迎
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
（
下
斗
米
）
五
七
（皿）沈志華他報告、科学研究費毛里プロジェクト研究会○二年三月一八日。（早稲田大学）
（犯）シ・三・月○○｝虚蚕】・めい切刃一切画一ヨご切目．ｇ六コ【一己百・三：』①＄
（鍋）ＦＢＣぐの言．ｐご鱒宍巨一詩・ロ・蹟．（原典は大統領文漸鯖、ァっ。「．Ｃご・一・Ｑ・空冨・】・］］‐さ・）
（別）師哲、劃俊何・横澤泰天訳『毛沢東側虹回想録』、新潮社、一九九五年、二五三頁。
（妬）Ｆ巴◎ぐの冨・ロ・」ｇ・スターリンもまた、この分菜を承認していたことは、北京で九月に開かれた平和会識へのスターリン発言に伺
える。ソ連は部分的にしかアジアに入らないが、中国はすべてアジア国家であるので、一義的役割は中国にある、と。
（記）一心の。・ぐの六戸己』『②．このスターリンの発言が、トカチェンコの説を間接的に裏付ける。ちなみに日本共産党との関係で、このテー
ゼ
が
輿
付
け
ら
れ
る
か
、
五
○
年
問
題
な
ど
も
か
ら
む
き
わ
め
て
興
味
深
い
閲
題
で
あ
る
。
野
坂
問
題
に
つ
い
て
は
和
田
春
樹
『
歴
史
と
し
て
の
野
坂
参
三
・
一
（釦）『弄四、ヨの口云ｐ己」②．
（型）ちなみに四五年八月の中ソ友好同盟条約交渉では、蒋介石の主張にもかかわらずモロトフが日本を仮想敵と見ることに反対し、
「国連の敵からの侵略」に対処するとなっていた。
（邪）下斗米『前掲轡』、一五一頁。
（妬）自・く・■○一○【三コＰ三。⑪弄菌｝ごｏｍ－ｏｇ二四舌のく『Ｃ目』②おＩ認印○ｓ。『六二ｍヨユ一・三・・陣ｇＰｇ砲・
（”）ちなみにミコャン回想にはこの極秘訪問は出てこない。シ冒房○百Ｐ目鼻ｑ－Ｐ三・・一①９．毛は四七年から革命後の党独裁を主張、
ソ連は反対した経繊がある。
（羽）クリクによれば、四八年ソ迎訪間のための質問項目中に東の革命勢力の統一、恵方での共産党の関係があった。【巨一景冒二・℃。ｇ・
（羽）『。『天巨。◎ぐ・○ヨ画ロ，画Ｉ四・呂皀．
（即）『し①己。くい蚕一・』９，
（皿）六二『諄－ｓ一Ｆの。ｇ
（鋼）Ｆの。。ご⑪蚕一・℃・量．
ゼ
が
輿
付
け
ら
れ
る
か
、
平凡社、一九九五年．
←の己。くい穴一一・。】函①。
【こ『昇・ｓ－Ｆ８ｏく⑭三一・一覧沈志華、三四○頁．劉傑誠、伍修権なども参照。
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（蛆）三三・三。．］・旨三七・一三・毛はコミンテルン時代にさかのぼって「諸君は一度も中国人を信用しなかった……貴殿にとってロシア人
（
⑫
）
下
斗
米
仙
尖
『
ソ
連
・
党
が
所
有
し
た
国
家
』
雛
麟
社
、
二
○
○
二
年
、
一
三
七
頁
（蛆）この表現は大戦間期の英米回遡を特徴づけた故秋野賢氏の著作名、頸草繊房、一九九八年を借用した。
（“）この条約論議は劉傑誠、沈志華、レドフスキー、○．一○二『口『雪⑭一○『望勺且円（・国巨一一の旨②‐Ｐ』垣患らの資料公開、師哲、伍修樋回
想などでかなり明確になっている。
（頓）この記録は三房。。ｇ三の『ご『＆の。｛．ｇ二国祠凶目○戸の緬芥と翻訳参照。三・『昌菖Ｚｃご鳥冨舌冨ｏ１園『Ｚ。．］・頤ｇ］・】ｇ４ｚｏ・輯．
法
筆
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
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という。【Ｒの厨固】百．旨◎黒３『。『叩旦ｑ６昌己目ご日司巴旨。⑩屍冨もｇ】『９回⑩量己．］農・
（胡）ｏ言■男シ・門三目⑪◎臣『◎くら旦貴ミベ５愚冒§且（澤冒白吋島息鳥冒ご§圓暮⑮宍ｇ屑冒事さ試切の己亘中。Ｒ】⑰．】温斧ｚ２回ｓ，
。８８才○ヨヨの刀自いい一目シ円冨ぞ⑮⑩．朝鐸嫌収争でのロシア資料に挙鱈返したマンソウロフは、五○年一○月スターリンは戦争指導で中国
との』璽々勃与を認めた、と指程摘している。
（側）トルクノフ、下斗米伸夫、金成浩訳扇騨雛戦争の謎と奥雷匿草思社、二○○一年翻訳一七五頁。
（虹）トルクノフ豆凹掲轡』、ちなみに和田春蝋民は『馴鰹融蝿筆ふ頭色岩波鱒店、二Ｑｏ二年で、周恩来とスターリンのこのときの会見
から、スターリンは戦帝継続に傾く中国とは違って朝鮮黙戦争をやめる考えであったと主張しているが、晩得力に欠ける。和田教授はこ
の会見での中心である釦鰹融越争と第三次世界大戦との関係という議論をまったく検討せず、捕虜問題しかみていないからであろう。し
かしこの会見記録全体を通読すれば和田脱は』孤拠がないことがわかる。つまりスターリンが第三次大戦を見越して（アメリカ人は世界
大戦を戦えない、「もし中国が朝鮮半島でアメリカ○攻勢を抑止し、深入りさせれば、世界戦争の危機は一五’二○年遅らせる」とス
ターリンは見た）強硬な戦墓蔚樺続鎗であったことは疑いない．第一に、スターリン死後直ちに戦争が終わったこと目体が、スターリン
が継続論であったことを雄弁に物語る。第二に、このときにこの会見に同席し、記録を出版したレドフスキー中国大使が、和田説と反
対のことを言っている。ソ連指導部ではモロトフらが、戦争への支援を意味する対中援助への慎重論に傾いたが、スターリンは反対で
あったと主張している。中国担当の専門家クリクも同禄である。和田教侵は、あたかもこれは和平鑑のスターリンと強硬な周とは対等
な会見であったと考えているが、両者の次のような蝋論を見逃している。（周恩来、「今での問題での指示を得たかったのである。」、ス
ターリン、「指示か忠告か？」周恩来、「あなたの立場からは忠告かもしれないが……我々には指示、しかも重一蟹指示である。」’七三
』つつ」・ロロ・ロニー］①句。
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（仰）Ｃ三串弓国望巨一
（佃）宍巨一一戸ロ・曽『．
命）この間中ソだけでなく朝ソ、朝中間の関係がいかに薄かったかを示すエピソードがある。解放軍の彰徳懐が金日成と対立する朴一
爵政治局員を重視したために生じた中朝最高指導者の関係の冷え込みについて、彰徳懐が五九年失脚するまで続いていた。しかしソ連
共産党はこの事実を六一年まで全く知らなかったという。因・『・屍巨一房の（）『の扇六・’六二昌の目日切丙○一・．三・・９９６・巴Ｉ四・
￣、￣、￣、
５５５４５３ 
、-戸、=〆～〆
（別）学冒冒自忌冒§冨景Ｏ三ｓ、。．ご臣》己．『］・
（躯）ツニデンパル書記が毛沢東にあったとき、毛からモンゴルは中国に支配に長くあったのだから経済援助をしましょうといわれた。
この時諏波は毛に対し、我々も何世紀もモンゴルのくびきで支配したよしみで、中国に援助しましょう、とやり返したという。ご健昌ヨ
ニ＆ご巴のぐ・幻四いつ己・・三・七・鷺』。
（印）Ｆの二○『②宍戸ロ・’三・
雨）ちなみにこのモンゴルと新弧をめぐる中ソの対立は根深い。一九四○年八月、モロトフ外相は、日本との不可侵条約交渉で、外モ
ンゴルと新調をソ連の勢力圏に置くべきことを建川大使に持ちかけた経緯がある。シ・三・エー禺困且『ｏごシ鴇已Ｃぐ．。（【Ｃ－－Ｃｐ目二・○○『‐
ｇｏ一】Ｃ岳・三・』ｇ二・℃・望。（著者は、ブレジネフの外交補佐官）
（記）ご・で『百○ずのご丙Ｐ宍。『の】②冨己ｏ旨Ｃ⑰｛『Ｃゴヨ扇『⑦の豈元Ｃの②且三・・９９．℃・己金は七二年の誕生日を統一期限としていた。
（弱）ご・で『百、胃【房（）ら・豊ちなみに、フルシチョフは金日成に、スターリンもモロトフも北朝鮮がソ連の同盟者となるかには自信が
（印）、『六月。①ゴ【Ｐ己．］ゴーヨ．
（例）『云凹ｏ宮の二房ｐ己・望．
（⑪）『百ｎコ目【ｐ己・患・藤原帰一氏（『テロ後世界はどう変わったか」一一○○｜年、一一三七頁）や金成浩氏は、ソ連が冷戦後、北朝鮮を
戦後ソ連の北東アジア政策（下斗米）
五九
なかった、と語った。
（釦）『六口◎宮の皀宍ｐｐ・＄．
は第一級であり……中国人は下級というのだ、」とユージン大使を激しく批判した、という。
可）Ｃごく串［石口望巨一一の二二・Ｚ。①ｌ『・一二－．戸の『一①⑤、ｌや①。ｐ」ｍｍｌｍＰ
シ頭の二８ぐ・己』①←．
そ
の
間
、
五
四
年
一
弓云■ロゴの。【○・℃と今．
五四年一二月には通信、
五五年には航空、五六年には文化協定がそれぞれ決まった。
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（
洞
）
最
後
の
大
使
カ
プ
ト
に
よ
れ
ば
、
こ
の
た
め
に
南
と
の
関
係
を
「
中
還
巳
す
る
た
め
訪
問
し
た
外
相
シ
ェ
ワ
ル
ナ
ッ
ゼ
に
た
い
し
、
外
相
金
永
南
は
取
り
次がず、金日成は慣例を無視して会おうとしなかったと言う。金日成も感憎的で、乱暴な外交であった。シ・宍：５ヱロロの『の⑩房凹冨
昌尽昌も（》一三Ｃ盲鯨宣のョのョ巨四『邑・三・》］ｇ③．□・←麓．
ハ
ル
ビ
ン
と
、
し
だ
い
に
、
（ね）ご・シ・臣巴く巴のく・【
（ね）『声：すのご宍Ｐｂ・患．
（
ひ
筆
者
は
こ
の
直
後
の
九
月
に
中
国
を
は
じ
め
て
訪
問
し
た
が
、
北
京
の
専
門
家
は
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
は
本
物
で
な
い
と
無
視
し
た
も
の
の
、
長
春
、
吉
林
、
ハ
ル
ビ
ン
と
、
し
だ
い
に
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
評
価
、
改
革
評
価
が
商
ま
急
傾
向
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
中
国
研
究
も
単
純
で
は
な
い
。
（ね）ご・シ・臣巴くのＱのく・【禺己：『のぐ画一す且『○す。】の霞｛のョの銅。【⑪冒一旨ョＰ二・・］①遭・旨②．
（閉）【巳房・の。ぐの【の丙○－五ｓ一の蚕》『国印云◎一・・・三ｊｇｇ・
（“）シ’○弓Ｃ『ロ望胃ぐ・言。『曲Ｎ三目】】己○の『円の己］四》三・・一℃湯・畠』・
（町）Ｑ一・両目『目目』ミ一コ。ご「の。。旨』冴貫・のミミ向ミミ②ミミ（諄冒Ｐ宅『旨Ｃの［。Ｐ］の忠》句・国巨『一国｛、百・三・．『印の□目】の函ｏｐｍｍｌのＱ己三．
三・・］召Ｐのように体制内改革派が毛批判をつうじて密やかな体制批判を繰り返した。これを支持したアンドロポフのプレーン集団が、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
新
思
考
を
展
開
す
る
。
（閉）］・西。Ｅ頤亘『寺。②へ貝隠行ご「へ意『言ミミミ昼．■『ｏ・穴ヨ、幼』②患・
（閉）【・ロ『巳の貝の。ｚ回の国『◎一つ－．⑪。回曰・三Ｊ
（
刊
）
も
ち
ろ
ん
、
プ
リ
マ
コ
フ
を
体
制
内
異
論
派
（
『
ク
レ
ム
リ
ン
の
五
○
○
○
日
』
二
○
○
二
年
）
と
は
言
え
ま
い
が
、
か
れ
が
東
洋
学
の
伝
統
を
変
え
た
法
学
志
林
第
一
○
○
巻
第
二
号
六○
駒のように乱暴に扱い捨てた、と指摘している（金成浩『アフガン戦争の真実』ＮＨＫ出版、二○○二年、一九四頁）。実際にはその
よ
う
な
関
係
は
最
初
か
ら
存
在
し
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
期
の
ソ
連
共
産
党
の
社
会
主
義
国
担
当
メ
ド
ベ
ー
ジ
ェ
フ
に
よ
れ
ば
、
八
六
年
の
金
日
成
主
席
訪
ソ
時
、
金
永
南
外
相
、
黄
轡
記
の
三
名
だ
け
は
ロ
シ
ア
語
も
解
し
、
自
由
に
考
え
、
ペ
レ
ス
ト
ロ
イ
カ
に
つ
い
て
も
一
定
の
理
解
を
示
し
た
。
し
か
し
朝
鮮
労
働
党
全
体
は
こ
れ
を
峻
拒
し
た
の
で
あ
る
（
下
斗
米
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
九
九
年
七
月
一
八
日
。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
財
団
）
。
（閃）。ａの｜『の【ｇ②ぐ昌四且四日⑩ご・の（『自己ョ一天Ｃ目ｂい『二冒目』＠団‐乞巴・三・・』９℃
（
“
）
ち
な
み
に
ソ
連
共
産
党
の
中
で
、
日
本
と
の
関
係
を
あ
つ
か
う
部
門
の
変
遷
は
興
味
深
い
挿
話
を
な
し
て
い
る
。
五
三
年
ま
で
は
外
国
共
産
党
と
の
関
係
は
直
接
に
は
な
か
っ
た
。
五
七
年
以
降
、
共
産
党
内
の
中
近
東
課
に
は
い
り
、
一
時
は
ア
フ
リ
カ
と
の
関
係
係
担
当
と
な
っ
た
が
、
六
○
年
に
東
ア
ジ
ア
担
当
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ことは車エ夷だろう。
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（巧）シ・宍凹ｐｐｚ四つの『の⑪房色宍一］侭三障昌・己Ｃ一貫○すの⑫重のョの三宮四ｑ・三・・一９，．つ．←笛・
（布）【：８．℃・」韻・ちざみに金永南外相は、対ソ連外交政策を転換し、日本の北方領土要求を支持するといった。また金日成はこのと
き北京に密かに特使を派適して、ソ連の韓国承認を非難するよう依頼したが、北京は対応しなかった。
（
ご
ロ
シ
ア
、
ソ
巡
外
交
に
お
け
る
東
側
と
い
う
問
題
は
、
ク
リ
ミ
ャ
戦
争
敗
北
後
の
改
革
期
の
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
外
交
が
問
題
の
古
典
的
性
格
を
示
し
て
い
る
といえる。この外相は任期中〈一八五五’七三）、帝国のダウンサイジングをはかりつつ、西での失敗を束での関係改善で補おうとし、
中
国
と
の
ア
イ
グ
ン
、
北
京
条
約
、
お
よ
び
日
本
と
の
千
鳥
・
カ
ラ
フ
ト
交
換
条
約
と
い
っ
た
成
果
を
生
み
だ
し
た
。
ち
な
み
に
ゴ
ル
チ
ャ
コ
フ
外
交
を
め
ぐっては、九六年からのプリマコフ外相ら現代ロシアの外交が全方位、東側近視の外交の範としているのが注目できる。
（氾）三召延（君三二七日ご】冨一雲ご聾・館ｏ『・『こ
（
四
プ
ー
チ
ン
大
統
領
は
○
二
年
の
Ａ
Ｂ
Ｍ
条
約
改
定
の
モ
ス
ク
ワ
条
約
や
○
｜
年
の
中
央
ア
ジ
ア
で
の
米
班
駐
留
に
つ
い
て
、
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
中
国
に
は
相
談
し
な
か
っ
た
。
中
国
も
こ
の
こ
と
で
抗
殿
し
て
い
な
い
。
（帥）一ｍ。『『『：。こ》ｚＣ『ご座宛Ｃ脇一一⑪百百口亘◎ョ四二］四・三・『筥臼・ロ・］望坤百百号の。［○・℃」鵠．
（なお本論文は、二○○二年十月六日、松山の愛媛大学でひらかれた日本政治学会の共通論題用に執筆されたペーパーを基に
している。）戦後
ソ
迎
の
北
東
ア
ジ
ア
政
策
（
下
斗
米
）
一ハー
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